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序章

同士との出会いは突然に






　太陽が沈み、空が闇に包まれ始めた頃、水谷みずたに茅乃かやのは道行く人々の間をすり抜け、目的地を目指し足早に進み続ける。

（営業時間……確か九時までだっけ？　いや、でも在庫が……とにかく急ごう！）

　スマートフォンに表示された時刻を一瞬睨みつけ、無造作に鞄の中へ放り込んだ。

　そのまま彼女は移動速度を上げ、一心不乱にある場所を目指す。

「いらっしゃいませー」

　たどり着いたのは、オタクにとってオアシスの一つ、アニメグッズ専門ショップ。

　明るい店員たちの声が次々聞こえるなか、茅乃は乱れた息を整えようと一息吐く。

　そのまま、他の客たちの邪魔にならないよう、入り口から少し離れた場所に移動すれば、今度は大きく息を吐いた。

　全身を襲う疲労感に、すっかり歳だろうかと気が遠くなりかける彼女がまとうのは、少し皺の寄ったスーツだ。

　平日の夜にも関わらず、賑わう店内には自分と同じ会社帰りらしき人の姿がちらほら見える。

　茅乃がこの店に来るのはもっぱら休日なため、会社帰りに立ち寄るなんてこれまで数えるほどしかない。

　私服姿のお客さんが多い中で、スーツを着ていれば目立つ。なんて不安が少なからずあったけれど、仲間を見つけたからか、思わずホッとする。

（まぁ、皆自分の買い物に必死だもんね。……って、私も行かなきゃ）

　休憩がわりに始めた数分間の人間観察を終えた茅乃は、目的地を目指しまた歩き出した。




　仕事が忙しいと言い訳をして、ここ最近茅乃にとって休日と言えば家に引きこもること一択だった。平日に溜まった疲労を相殺するため、週末はもっぱら惰眠を貪り続けている。

　時間に余裕があった頃は、このショップにもよく通っていた。けれど最近は、欲しいグッズなどは通販頼りなためか、すっかり足が遠退いていた。

　そんな所へ、今日茅乃は仕事帰りにわざわざ立ち寄っている。

　その理由はたった一つ。愛読するＢＬ漫画の購入だ。

　茅乃は普段から、欲しい商品の発売日を事前にチェックし、毎回余裕を持って予約している。もちろん、限定版や店舗別特典の有無も確認を怠らない。

　けれど、ここ最近の忙しさで生じた相殺しきれない疲労は、彼女の頭の中から予約の二文字を消し去った。

　昨夜、帰宅後に発売日と予約のことを思い出し、慌ててこのショップの通販サイトにアクセスしたが、すでに予約販売は終わった後だった。

　通販サイトも含め、ここの系列でしか手に入らない特典を目当てに買おうとしているのは、愛読しているＢＬ漫画の最終巻だ。

　それを確実にゲットせねばと、茅乃は疲れた身体に鞭を打って店を訪れている。

（えっと……あ、最後の一冊！）

　平積みされた新刊の中から、目的のものを見つけるまで時間はかからなかった。

　ＢＬ好きの間でも大変人気が高い作品のため、残っているのはたった一冊。

　時間を考えても、きっとこれが今日入荷した最後の一冊だろう。

　この機会を逃すわけにはいかないと、茅乃は他の作品には目もくれず右手を伸ばす。

　しかし、漫画に触れるよりも先に、その手は他人の手の甲へ触れた。

「……あっ」

　思わず声を発すれば、すぐ隣からも同じような声が聞こえる。唯一違うのは、聞こえた声が自分より低く男性的という点くらい。

　視覚、聴覚から得た情報のお陰で、同じ漫画に二人一緒に手を伸ばしたとすぐ気づけた。

　そして次の瞬間、反射的に伸ばした手を引けば、今度はほぼ同じタイミングで向こうの手も視界から消える。

（あぁ、他にも買う人いるのか。っていうか、今の……間違いなく男の声だったよね？　腐男子か？　腐男子なのか!?）

　同じ本に手を伸ばした相手の存在を知った茅乃の脳細胞は瞬く間に活性化していく。

　腐男子──それはＢＬを愛する男性たちの通称だ。

　存在こそ認知していたけれど、実際に出会うのは彼女自身初めてだった。

　予想外の状況に戸惑うあまり、ドクドクと心臓が一際強く脈打つ。

（どんな人、なんだろう）

　そして送り出された血液は、茅乃の中にある小さな好奇心をトンと刺激する。

　そのまま彼女は、ゆっくりと顔を上げ、その瞳に仲間の姿をとらえた。

「……あ」

「えっ？」

　初めて出会った腐男子の姿に、茅乃は驚きを隠せなかった。

　冷静に考えれば失礼と、後で気づいたけれど、あまりの衝撃に真顔で相手を見つめてしまう。時間はきっと数秒。その間、不思議と周囲の音は聞こえず、世界から取り残されたような感覚を味わった。

（えっと……マジ、で？）

　百六十八センチの自分より、十センチ以上背が高いだろう彼の顔を見上げる。その途中、目についたスーツ姿のおかげで、彼が自分と同じ社会人なことを茅乃は認識した。

　興味深く相手の顔を見つめたのは、本当にわずかな時間だった。

　だけどその間に、茅乃の表情筋はみるみる固まっていき、ピクピクと口元の筋肉が痙攣を起こしかける。

　視線の先にいる彼の姿に、ものすごく見覚えがある気がしてならない。

　そんな単純かつ衝撃が大きな理由が原因だ。

　脳内にある記憶を探れば、すぐに求めていたものが映像として頭の中によみがえっていく。




　それは、とある平日に会社内で目撃した光景。

　株式会社ｗｉｔｈ Ｕという大手企業の営業部に所属する茅乃は、毎日のようにいろんな部署に顔を出し、他の社員たちと話しをする機会が多い。

　そんな彼女は、とりわけ商品開発部に足を運ぶことが多かった。

　新商品を売り込むための打ち合わせや、企画案会議への情報提供など理由は様々。

　商品開発部へ赴くたび、忙しなくオフィスを駆け回る社員たちの姿を、彼女はよく目にしていた。

「後藤ごとう、次の会議で使う資料どこにやった！」

「え？　いや、どこって……先輩が、さっき会議室に自分で持っていったんじゃないですか。ほら、さっさと行きますよ」

　記憶の中の〝彼〟は、マイペースな歩調でオフィス内を移動する。先輩の態度に臆することなく、優しくその背を押しながら一緒に会議室を目指していくのだ。




（どうして……どうして、後藤さんがこんな場所にいるのーっ！）

　記憶の中にいる人物と、目の前にたたずむ彼の姿が同じと気づいてしまった。

　気を抜けば勝手に開き叫びそうになる唇を噛みしめ、茅乃は職場の先輩を凝視する。




　──同時に一冊の本へ手を伸ばした男女は運命的な恋をする。

　なんて、少女漫画に登場しそうなありふれた設定は、女子たちにとって永遠の憧れだろう。

　しかし、それが成立するのは所詮二次元の世界だけだと、後に茅乃は悟るように思ってしまった。




　一冊のＢＬ本に手を伸ばしたら、隣にいたのは同じ会社に勤める先輩の男性社員。




　二次元の世界とは一味違う、騒がしく、刺激的な日々の幕開け。

　それは、とある腐女子と、とある腐男子の出会いから始まった。




＊＊＊＊＊




　待ちに待った大好きな作品の最終巻購入のためと訪れた店の中で、茅乃は唖然とするあまり大きく目を見開く。

　その視線の先にいるのは、同じ会社に勤める先輩、後藤悠介ゆうすけだ。

　営業部に所属している彼女と違い、彼は商品開発部所属。だけど、茅乃がこれまでに何度も打ち合わせで開発部に足を運んでいるため、直接話をしたこともある。

　だから、二人は互いの名前や容姿、所属くらいは認識し合う仲とも言える。

　今回は、たまたま同じ店に来た者同士が遭遇しただけ。そう思いたかったけれど、二人の置かれた現状が許してくれないだろう。

　場所はオタクたちが集まる専門店。そして茅乃と後藤のすぐ目の前には、ＢＬ作品が所狭しと平積みされた棚がある。

（なぜだ……どうして後藤さんがこんな場所にいる？　というか、マジで後藤さんは腐男子なの？　いやいや、その前に……オタクだって、腐女子だってバレた）

　頭の中に次々と浮かぶ疑問の認識、現状把握、そこからうまれる大きな戸惑い。

　自分を見つめる男を凝視したまま、茅乃の意識は、フル回転する脳が熱を持ち始めるせいで一瞬遠のきかける。

　別に、周りの人たちに自分の趣味を隠しているわけじゃない。だからと言って、自らすすんで暴露するつもりもない。

　そんな自分の趣味が、思ってもみない最悪な形でバレたことに、パニック寸前になっていた。

　世間一般的に、オタク、ましてや腐女子に対する印象はあまり良くない。理解しているからこそ、一般人だらけの会社で、茅乃は他の一般女性に擬態し続けている。

　なのに、日々の努力も虚しく、たった今、自分の本性はバレてしまった。

　しかも、親しくしているとは言い難い相手、ましてや男性だ。

（どうやって誤魔化そう……いや、誤魔化せるのか、これは？　って……おっ？）

　現状を切り抜ける方法は無いか、茅乃は必死に考えを巡らせる。

　そんな時、ずっと離せずにいた後藤を見つめる瞳に映る光景の中で、小さな変化があらわれたと気づいた。

「……っ」

　これまで真顔だった彼の表情に少しずつ新たな感情が組み込まれていくのが見える。

　その様子は、模索という名の無限ループから茅乃の思考を現実へ引き戻してくれた。

（……ほっぺた、ピクピクしてる。あ、目そらした）

　最初に気づいたのは、口元から頬にかけて筋肉が小刻みに震えていること。

　そのまま彼の視線はあからさまに泳ぎ、顔が少しばかり青ざめている気さえする。

　もしかして後藤は、茅乃と同じ気持ちを味わっているのだろうか。

　大して親しくもない顔見知り程度の知り合いに、普段隠している自分の素を見られた。

　それは、オタクなら誰もが精神的に追い詰められる状況かもしれない。

　ここで出会う直前まで、相手を非オタクだと思っていた故の衝撃。そして、自分と同類かもしれないという淡い期待と不安。

　複雑に入り混じる感情に、男女の差はきっと無いんだと、この時茅乃は初めて知った。




「こ、こんな所で会うなんて……ぐ、偶然ですね」

「そう、だな。本当に……」

　無言のままはマズいと思った茅乃がぎこちなく言葉を紡げば、向こうからもぎこちない声が返ってくる。

　声を出したからか、はたまた緊張しているのか、止まっていた時間を無理矢理押し進めた口元の筋肉が小刻みに震えてしまう。

　いつも営業先で見せるスマイルを無理矢理顔に張りつけてみたものの、筋肉の痙攣が増すだけだ。

　すぐにでもそらしたい視線を強制的に相手へ固定し、目の前にいる男を見上げる。すると、後藤も笑顔を浮かべるのが見えた。と言っても、自然さがまったく感じられない。

　自分たち以外のオタクがそれぞれ至福の時間を過ごす店内で、言葉では上手く言い表せないなんとも言えぬ空気が二人の周りに漂い始める。

　正直、今すぐにでもここから逃げ出したい。けれど、社会人としてその選択はマズいと理性がストップをかけてくる。

（あぁ、もう！　こうなったら、さっさと買ってかえろ……あ）

　閉店時間が迫る今、いつまでもここには留まれないと、茅乃はいまだ隠しきれない動揺が滲む後藤から本棚へ視線をうつす。

　そして、たった一冊しかない漫画を目にし、あることを思い出した。

　自分の記憶が確かなら、後藤と手がぶつかった時、彼の手は自分より下にあったはず。

　まさかの出会いに衝撃を受け、すっかり忘れていたことを思い出せば、心の中で二つの影が囁いた。

　悪魔が「そんなこと気にしないで、さっさと買えよ。最後の一冊だぞ」と。

　天使が「後藤さんの方が早かったんだから、これは後藤さんのものだよ」と。

「……これ、よかったらどうぞ」

「えっ？」

　時間にすればきっと五秒にも満たない、わずかな時間で決断した茅乃は、購入を楽しみにしていた漫画を手に取り、そのまま後藤の前へ差し出した。

　漫画を持つ手元へ向けていた視線を上げれば、今まで戸惑うばかりだった彼の表情が一瞬にして驚きへ変わっていく。

「そ、それじゃあ、私はこれで。し、失礼します！」

「は？　え、ちょっとっ！」

　突然のことに戸惑う後藤の胸元に本を押しつけるように渡した茅乃は、クルっと彼に背を向け足早にその場を去ろうと歩きだす。

　背中越しに聞こえる「お、おい水谷！」と自分を呼ぶ困惑が色濃い声を無視したまま、お店の入り口を目指して歩き続ける。

（買わないって決めたんなら、もうここに居ちゃダメだ！）

　自動ドアを潜って店の外へ出れば、遠くから店員の「ありがとうございましたー」なんて、どこか間延びした声が聞こえる。

　だが今の茅乃はただ前だけを見つめ、急いでエレベーターへ乗り込んだ。

　運良く、他に乗り込む人影は無かったため、急いで階数ボタンとドアの開閉ボタンを続けて押していく。

「……っ、はぁ」

　完全に扉が閉まるのを確認し、一人になったことを認識した茅乃は、鉄の箱の中で大きく息を吐きだす。

「あぁ、もう何なの今日は……」

　そのままぼやきながら壁面に寄りかかり、気を抜けばズルズルと崩れ落ちそうになる身体を支える。今自分に出来ることは、これが精一杯だった。

　楽しみにしていた漫画は買えず、顔見知りの社員に腐女子なことがバレた。

　そのせいか、入店前まですこぶる良かった機嫌も、今は底辺まで落ち込んでいる。

　悪魔に魂を売り渡す度胸はなく、最後は逃げるように立ち去ってしまった自分自身が、ひどく小さな人間に思えてしまう。

「いいや、これでいいんだ。これで……」

　口から零れ落ち、気づけば一人ボソボソとくり返す言葉は、判断は間違いじゃなかったと自分自身へ言い聞かせるようだ。

　後藤に本を譲ったことは間違っていなかった。

　半分逃げてる感じになってしまったが、あの場を立ち去ったことは、間違っていない。

　何度も自分の心へ暗示のごとく言い聞かせる。

「…………」

　ふと、ついさっきまで自分がいた店内の様子を思い出す。まるで楽園のごとくキラキラ輝く店内の光景を、嫌というほど鮮明に思い出してしまった。

　今でもあそこに留まっていたら、きっといろんな意味で茅乃を苦しめる結果になっただろう。

「だって……今月、ピンチだし！」

　グッと拳を握りしめ、彼女は力強く声を発する。

　水谷茅乃──二十七歳。

　二次元に存在するキャラたちのため、日々財布を開く彼女の一日はこうして幕を閉じた。





偶然の遭遇は奇跡的で　後藤視点






　その日、後藤は会社帰りにたまたま贔屓ひいきにしているショップに立ち寄っていた。

　少年系や青年系漫画は普通に大手の本屋で買うことが多いのだが、今日買おうとしているのはいわゆるＢＬ漫画。

　大手の書店でそれを買う勇気が持てない彼は、このジャンルの本を買う時に、割とこの店へ足を伸ばすのだ。

　今日は愛読している作品の最終巻発売日。加えて、限定特典付きのものがあると聞いて、運良く買えればと思って、一日の仕事をやりきった。

　そして、店内にいるオタクたちに紛れ、目的の棚へ移動し、欲しかった最終巻を見つけたまではよかった。

「……はぁ？」

　店舗特典のドラマＣＤが同梱されたそれを手に、後藤はたくさんの漫画が平積みされた棚の前に立ち尽くす。

　彼が見つめる先にあるのは、たった今見知った同僚が出て行った店の出入り口。

　数分前。一冊だけ棚の上に残っていた最終巻を目視し、それに手を伸ばした。

　だけどその指先が本を梱包するビニールに触れるより先に、手の甲に自分とは違う熱を感じ、視界に自分のものより華奢な手が映り込んだ。

　偶然居合わせた初対面の腐女子だったら、「あ、すみません」とでも言ってすぐに手を引き立ち去れたのかもしれない。

　誰かとかち合った状況を理解した後藤は、反射的に伸ばした手を引っ込めると同時に顔を上げた。

　その瞬間、後藤の瞳がとらえたのは、同じ会社の営業部に所属するエース──水谷茅乃という女性だ。

「…………」

　入店した時より減ったものの、いまだにぎわう客たちの声をどこか遠くに聞きながら、後藤は再度手の中にある漫画へ視線を落とす。

「……これ、よかったらどうぞ」

　残り一冊しかないそれを自分に差し出した時の茅乃の表情は、一瞬だけ見れば笑顔を浮かべていた。けれど後藤は、その奥に隠れた悔しさに気づいてしまった。

（本当は買いたかったんだろうな……）

　同じ漫画を買おうとしていた時点で、向こうもＢＬ作品が好きなんだと察するのは簡単だ。こっちが気づいたのと同じように、きっと茅乃にも自分が腐男子とバレているはず。

　さっきまで、驚くだけで精いっぱいだった意識の中に、少しずつ冷静さが戻ってきた。

　同時に、思いもしなかった状況を理解し、つい数分前まで自分のそばにいた顔見知りな同僚の姿を再度思い浮かべる。

（とりあえず、買って帰るか）

　閉店時間まであと少し。いつまでもこの場に直立不動でかたまっているわけにもいかず、後藤はゆっくり両脚に力をこめレジカウンターへ向かった。




　無事特典付きの漫画を買えたこともあり、自宅までの道のりがいつもより短く感じた。

　実際、買ったばかりのものを一秒でも早く読みたい、なんて無意識に思って足取りが速くなったのかもしれない。

　自宅マンションに戻った後藤は、軽い夕食と入浴を済ませ、まだ湿り気が残る黒髪をガシガシとタオルで拭きながら一息ついた。

「…………」

　規則的に頭の上で動く両手。その指先の感覚をタオル越しに感じながら、気持ちが急くせいでつい視線がリビングのテーブルの上に置かれた漫画へ向く。

　大学時代に姪っ子から教えてもらい、ハマったＢＬというジャンル。このジャンルを好んでいるほとんどが女性で、自分たち男は少数派だと後に知った。

　帰宅前に立ち寄ったショップ近くにあるコーヒーショップで、ショップのロゴが入った袋をテーブルに置いて、買ったばかりだろう漫画を読んでいる女性──後藤にとっては強者の姿を見たこともある。

　都会に住んでいれば、すれ違った人がオタクだった、腐女子だった、なんて確率はそれなりの数値になるとは常々思っていた。

　だけどまさか──。

「同じ会社で腐バレはなぁ……」

　自分の身に起きたことを思い出し、つい零れた言葉のせいで後藤の脳裏にまた茅乃の顔が思い浮かぶ。

　営業部のエースなんて言われるほどの仕事人間だと思っていた彼女の知られざる一面を、今日自分は知ってしまった。

　会社での彼女を見る限り、二次元に興味がある素振りなど見たことがなく、休日はきっと自分磨きに精を出すような人だと勝手に想像していた。

　だけど現実は百八十度違い、完全に自分と同類なのだと悟る。

「せめてオタバレ程度で留めてほしかった」

　そして後藤は、胸の奥で抱いた想いをふと零す。

　世間一般から見たオタクの立場、そしてＢＬ好きの立場を考慮しても、前者の部類とバレた方がまだ良かった。

　なのにどうして、今日に限って完全に後者だとわかる本を買ったのだろうと、ほんの少し後悔を抱いてしまう。

　せめて発売日が一日ズレていたら、なんて今となっては無駄なことを願わずにはいられない。

「どうやって口止めするか、だなぁ」

　茅乃と話す時は毎回仕事絡みの話題ばかりだった。その弊害が今ここにきてあらわれたのかとため息を吐きつつ、後藤はスッとカーテンの隙間から覗く夜の空を見上げる。

　今日まで彼女の趣味を自分は知らなかった。ということは、茅乃も自分と同じくオタク、ひいては腐っている事実を隠し生活しているのかもしれない。

　そんな一縷いちるの望みに縋すがりたい一心で、「どうか水谷が言いふらしませんように！」と願うばかりだった。








第一章

後藤様には頭が上がらない






　同じ会社の先輩後藤と遭遇してから早数日。

　平日なため、いつも通り出勤した茅乃は午前中の仕事をこなし、昼食にと用意していた弁当を食べるため、会社近くの公園に来ていた。

　普段は、会社のビル内にある社員食堂を利用してばかりだが、月末が近づき、節約のためとここ数日弁当を持参している。

「……はぁ」

　昨夜食べた残り物のおかずや、冷凍食品が詰まった弁当箱を膝の上に乗せ、彼女は盛大なため息を吐く。

　無意識だった動きに合わせて、首元で一つにまとめているダークブラウンに染めた髪束がほんの少し揺れる。

「茅乃、どうかした？」

　ため息が聞こえたからか、同じベンチに座る後輩が不思議そうに首を傾げ声をかけてきた。彼女の名前は柳やなぎ千優ちひろ。同じ会社の総務部に籍を置いている二歳年下の後輩だ。

　だけど二人の関係は、先輩後輩と言うより、友人の距離感の方が適しているかもしれない。

　今から二か月ほど前、食堂で偶然相席したのをきっかけに親しくなった。

　茅乃は営業、千優は総務と、異なる場所で働いているものの、最近は時間が合えば毎日昼休憩を共にしている。

　さっぱりとした性格の千優とは何かと馬が合うらしい。

「うぅ……千優ー！」

　千優の声につられて彼女の顔を見た瞬間、突然目頭が熱くなった茅乃は、理性がストップと主張するより先に、後輩の胸に飛び込み泣きついていた。

　数日前のアクシデントをのぞいて、千優は会社内で唯一、茅乃が腐女子だと知る人物でもある。

「えっと、つまり……欲しかった漫画が発売日に買えなくて。今日までに、いろんな店探しまわったけど、いまだゲット出来てない、と？」

「……うん」

　茅乃は、ここ数日己の内に溜め込んだものを吐き出しながら、一心不乱におかずやご飯を口に運んでいく。

　コンビニで買ってきたおにぎりを頬張る千優の問いかけに小さく頷くと、ひと呼吸おいて、そばに置いてあったペットボトルを手にとりお茶を喉へ流し込んだ。

　あの日以来、時間が出来れば別の支店や中古品を扱う店などを探し回っているものの、いまだ漫画の単行本を手にしていない。

　それは、ＢＬ界で人気の作家うさコロン先生の代表作『アナタの背に陽はのぼる』の最終巻だ。

　腐女子、腐男子の間で泣けると絶賛され、大ヒットしている。

　人気作品だからこそ、みんなが我先にと購入していく。その結果が現状なのかもしれない。

「んー……あ、ほら。ネットで買うのは？　あそこなら、売ってるんじゃないの？」

　落ち込み続ける茅乃の姿に、しばし悩んだ様子を見せていた千優は、様々なジャンルの商品を取り扱っている大手ネットショップの名前を口にする。

　だけど聞こえた声に、茅乃は力なく首を横に振った。

「いつもならそこで買うけど、発売済みの物をネットショップで買うのは嫌なの。買ったらすぐ手にしたい……ネットショップだと手元に届くまで時間かかる」

「……あ、そう」

　自分の中にある変なこだわりのせいか、いつも以上に不機嫌な返答をしてしまう。

　せっかくの提案を素直に受け入れられず、非常に申し訳ない気持ちになる。だけど、そこに譲れないこだわりがあると千優にもわかって欲しくて、茅乃は引き続き言葉を紡ぐ。

「それに……今から通常版を買うんじゃダメなの」

「……？」

　普段割とよく利用しているネットショップのショッピング画面を想像したからか、心の中で「そうじゃないんだ」と項垂れる自分の分身に触発され、現実の茅乃もこれまで以上に大きく項垂れてしまった。

　その様子を不思議そうに、そして心配そうに見つめる友人の視線に気づかず、ボソボソと彼女は言葉を続ける。

「私は……限定版がいいの。ドラマＣＤがついた限定版が欲しいの」

「ドラマ……ＣＤ？」

「そう、ドラマＣＤ！」

「うぉ!?」

　自分が探し求めているもの。そのワードに反応する声が隣から聞こえ、茅乃は俯きかけていた顔を勢いよく上げる。

　そして、すぐ隣に座る友人の方へ向き直ると、そのまま力強く頷いた。

「その漫画はね、今まで……えっと、小話的な四コマ漫画とか、小説とかが載った小冊子を特典にするパターンばっかりだったの。でも、今回最後だからなのか、ドラマＣＤが店舗特典としてついたの！　初の音声化なの！」

　水を得た魚のごとく、非オタクな千優にもわかるように、かみ砕いて説明を続ける。今までのボソボソ喋る小声とは違い、力強くはっきりとした声が口から次々と音を発する。

「それは……すごいこと、なの？」

「すごいなんてもんじゃないよ、それ以上だよ！　人気エピソードばかりを集めたドラマＣＤなんだから。あ、ドラマＣＤっていうのはね、声優さんがそれぞれのキャラを演じるの。アニメの音声のみ、みたいな感じなの」

「へ、へぇ……でも、そのくらい人気な作品なら、出版する方も数とか考えるんじゃない？　他の所じゃ買えないの？」

「店舗特典っていうのは、基本その系列でしか買えないの。他で買うとなったら……もっぱらオークションだし……発売して間もないから、出品自体稀まれだと思う。仮に出品されてたとしても、プレミア価格ついて、とんでもない値段になってる……」

　勢いを取り戻し、そのまま作品の魅力を語り出しそうな茅乃だったが、オークションに関する話題が出た途端、萎れた花のように声量が徐々に落ちていく。

「私も、ネットとかで探してみるから。後でタイトル教えて」

　すると、温かい手のひらがよしよしと頭を撫でてくれる。

　優しい友人の言葉に、茅乃はまた瞳を潤ませ、じゃれつきながら千優の背に腕を回した。




　一日の仕事を終えた夕方、次々と帰宅していく社員たちの間を茅乃は一人、逆行してく。

　帰り支度をしっかり済ませ向かうのは正面玄関じゃない。

（もう……帰っちゃった、か？）

　しばらく歩き、商品開発部のフロア入り口前で立ち止まった茅乃は、ひょっこりと中を覗き込み、目的の人物を探していく。

　いくつもある部署の中で、忙しさランキング上位に君臨するだろうその場所には、終業時刻を過ぎたのに、まだたくさんの人影があった。

　そんな室内を、隅から隅まで必死に見回すが、往来が激しく目的の人物をなかなか見つけられない。

　まるで、職員室に入ることを躊躇ちゅうちょする生徒のような自分が、少しばかりおかしく思える。さながら、気分は学生だ。

「あら？　どうしたの水谷ちゃん」

　また明日来てみようかと考え始めた時、不意に真横から自分を呼ぶ声が聞こえた。

「っ！　あっ……く、國枝くにえださん。お疲れ様です」

　突然のことに肩をビクつかせながらふり返れば、きょとんと不思議そうにこちらを見つめる男性の姿が目についた。

　彼の名前は國枝螢けい。ここ、商品開発部に籍をおく先輩社員だ。

　男性にしては珍しい長髪、そしてオネェ言葉を常用するその存在は、社内でもかなり有名だったりする。

　過去に何度か一緒に仕事をしたことがある茅乃にとって、割と親しい部類に入る同僚だ。

「お疲れ様。そんな所でコソコソしちゃって……誰かに用事？」

「えっと……」

　親切心からなのか、「呼んできてあげるわよ」と國枝が微笑む。そんな彼を見つめる視線が不思議と泳いでしまい、何故かドクドクと心臓が強く脈打った。

「その……後藤さんに、少しお話が……」

「後藤ちゃんね。ちょっと待って……あぁ、居た居た。後藤ちゃーん、ちょっといいー？」

　このまま自力で探すのは難しそうだと素直になってみたものの、学生がクラスの子を呼び寄せるように、彼は開発部のフロアに向かって声を張り上げた。

　まさかの事態に困惑し、慌ててそばにいる國枝を見上げた。

「ちょっ！　そ、そんな大声で呼ばないでくださいよ！」

「えー？　だって奥の方に居るんだもの。こうやって呼んだ方が早いじゃない」

　國枝に悪気はないと理解しながら、羞恥で顔が熱くなった。

　そして茅乃はこの瞬間、一種の絶望を感じた。

　最初は職員室とばかり思っていた場所が、國枝の登場によって上級生の教室に早変わりしてしまったと理解したせいだろう。

　その後、やってきた後藤の腕を強引に掴んで、國枝にお礼を言った後は、その場から逃げるように足早に立ち去った。

「ちょ、ちょっと！　どうしたんだ、いきなり」

「い、いいから。こっち、来てください！」

　茅乃は後藤の腕を掴んだまま、彼の戸惑う声も聞かずに人気の無い場所を求め足早に歩いた。

　二人がようやく足を止めたのは、普段から人気のない非常階段前だ。

　掴んでいた彼の腕から手を離し、向き合うように身体を反転させ恐々と顔を上げる。案の定、視線の先にいたのは、色濃い困惑の表情を浮かべる後藤だった。

「えっと……いきなり、連れ出したりしてすみません」

「あぁ、それは別に、大丈夫だけど。水谷さん、あの……俺に何か用なの、か？」

　遭遇した日以来、二人は初めて顔を合わせる。

　自分の奇行についてペコリと頭を下げれば、どこか戸惑った声が聞こえる。

　仕事終わりの衝撃的な遭遇に始まり、自分勝手すぎる立ち去りをして、今度はいきなり相手を呼び出す。

　このうえなく身勝手な行動ばかりしているなと、茅乃は内心冷や汗をかいていた。

　しかし、目的遂行のため、逃げてはいけないと自分の心に喝を入れる。

「実は、その……後藤さんに、お願いが、ありまして」

「……？」

　呼び出しの時以上にうるさい胸の鼓動を感じながら、焦点のはっきりしない瞳で懸命に彼を見つめる。

　後藤の顔を見上げれば、清潔感のある黒髪と同色の少しタレ気味な目元に視線がいった。

　目が合った瞬間、初めての営業先で挨拶をする時以上の緊張が茅乃を襲う。

　ドクドクとうるさい心音を胸元に感じながら、懸命に「落ち着け、落ち着け」と心の中で自分へ言い聞かせる。

（……っ、当たって砕けろ、このヤロー！）

　小首を傾げてこちらの言葉を待つ先輩を、これ以上引き留めるわけにもいかず、茅乃は深呼吸と同時に勢いよく頭を下げた。

「お願いします！　一日だけでいいので、うさコロン先生の最終巻貸してください！」

　気持ちのまま言葉を紡ぎ、そして、この後待っているだろう言葉に無意識に怯えたのかギュッと両目を瞑り、力一杯拳を握りしめる。

　茅乃の脳内には、昼間、解決策を授けてくれた友人の姿が鮮明によみがえる。

「それにしても……漫画一冊にプレミア価格つくってすごいね。……あ、そうだ。すぐに買えないんならさ、とりあえず……誰かに借りるのは？　そういうの好きな友達とか、いるんでしょう？」

　千優の言葉を聞いた瞬間、不思議と真っ先に思い浮かんだのは後藤の顔だった。

　仕事終わりに後藤とまさかの遭遇をした日から今日まで、茅乃はずっとモヤモヤした気持ちを抱えていた。

　毎週楽しみにしているアニメや、続きを楽しみにしていた漫画など、好きなことに一時浸っていても、それは消えてくれなかった。

　ふと気を抜いた瞬間に考えるのは、いまだ入手していない漫画について。

　一分、一秒でも早く最終巻の内容を知りたい気持ちが、作品の完結を惜しむ気持ちを上回っている。

　趣味の他に家事や料理で気を紛らわそうにも、ことごとく上手くいかない。

　そんな中、友人から授けられた知恵に縋り、茅乃は後藤に頭を下げると決めた。

　この際、限定版だ通常版だと選り好みしている場合ではない。

　優先すべきことは、漫画本編を最後まで己の瞳で見届けること。

（後藤さんがダメだったら……誰か貸してくれる人、いるかな。もうこの際、通常版買っちゃおうかな……）

　大切な予約を忘れるなんて失態を犯した自分に対する怒りと、激しい後悔。

　両手で作った拳をギュッと握りしめ、視界を閉ざせば、二つの薄暗い感情が茅乃の中でグルグルと渦を巻いた。

「水谷さん……とりあえず、頭を上げてくれないか？」

　頭上から聞こえてきた声に、茅乃は恐る恐る顔を上げ体勢を戻す。

　すると、己の首元を掻きながら、伏せた視線を泳がせる後藤の姿が目に留まる。

　彼はこちらの様子に気づくと、改めて茅乃へ視線を向けた。

「えっと。もしかして、まだ買ってない、のか？」

「……はい」

　問いかけの声に小さく頷きながら、茅乃は心の片隅で確信を抱く。

　やはり、目の前にいる男は自分と同類だ。

　困惑の表情を浮かべているものの、彼の瞳は冷静さを失っていない。

　顔見知り程度の後輩に、突然人気の無い場所へ連行され、いきなり漫画の最終巻を貸してくれと頭を下げられる。

　しかも茅乃が口にしたのはタイトルではなく作者名だ。

　一連の流れに動揺せず平常心を保っていることと、スムーズに会話していることがいい証拠だろう。

　普通ならもっと驚くか、そんなものは知らないと首を横にふるはず。

　購入について問いかけてくる点や、数日前の出会いも加味し、導き出した答えは限りなく正解に近い気がした。

「ネットは？　それならまだ買える……」

　しばしの沈黙を経て聞こえた声は、昼間千優から言われた言葉とほぼ一緒だ。

「……ドラマＣＤ」

　そんな彼の言葉に思わず茅乃は遠くを見つめ、この場に存在しない円盤状の幻へ思いをはせる。

「あー……うん、なるほど」

　すると、茅乃の様子を見つめ、まるですべてを理解したと言わんばかりの声が返ってきた。

　後藤は腐男子かもしれない。そんな仮説を立てながら、心のどこかでまさかと思う自分がいた。

　だけどその思いは、無意識に呟いた一言によって打ち砕かれる。

　ドラマＣＤという単語を聞いて、首も傾げず、納得した様子で頷くなど、同類の反応以外あり得ない。

「キャストが豪華だからな……そりゃ、皆早々手放すわけないか」

　予想以上の反応をされた茅乃は、驚きのあまり大きく瞳を見開く。その視線の先で彼は一人納得したと言いたげに数回頷き、口元に小さな笑みを浮かべる。

（ま……マジで腐男子だよ、この人っ！）

　まだ見ぬドラマＣＤへはせていた彼女の想いを、初めて感じるほどの凄まじい衝撃が現実へ引き戻した。

　直後、茅乃の心の隅に、小さくて丸い真珠にも似た欠片が転がる。

　國枝に呼び出された後藤の顔を見た時、そして頭を下げている今も、不思議とその欠片は一つ、二つ、三つと増えていく。

　心の片隅に溜まる小さな欠片たち。

　それらが何の意味を持つか、この時茅乃はまだ気づいていなかった。




「ほら、これ」

「っ！　ありがとうございます、ありがとうございます！」

　翌日。仕事を終えた茅乃は、再び後藤と非常階段前で待ち合わせ、彼が差し出す紙袋を受け取り深々と頭を下げていた。

　二人が人目を忍んで会うきっかけになったのは、前日のやりとりが発端だ。

「えっと……貸すのは本だけでいいのか？　何なら、ドラマＣＤも貸すぞ？」

「えぇっ!?　い、いいんですか？」

「あぁ、俺はもうどっちも一通り堪能したから」

「か……感想は？」

「……感動する。泣ける。ヤバい」

「マジでかっ！」

　好きな本の話題を出せば、二人の関係は顔見知りの同僚から、ＢＬを愛する同士へあっという間に姿を変えていった。

　断られるとばかり思っていた貸し出しについても、後藤がすんなり頷いてくれたお陰で現在に至る。

　ちらりと紙袋を覗き込めば、色付きの袋に包まれた物が入っている。そこにあるのがきっと最終巻なんだろう。

（見えないようにガードが……気を遣わせちゃったかな）

　紙袋の中身がバレないようしっかり対策を施している辺りは、流石腐男子というべきか。それとも元々の性格故なのだろうか。どちらにしても、さり気ない気遣いを前に茅乃はつい感動してしまう。

「今夜頑張って読むので、明日には返せると思います」

「いいよ、そんなに急がなくても。無理しないで、じっくり堪能して」

　そう言ってにこりと後藤は微笑む。茅乃にとって、その笑顔は神のそれに等しいと思うほど輝いて見えた。

「ただ……一つ、お願いがあるんだ」

「……？　はい、何ですか？」

　再度頭を下げ感謝の意を示そうとした瞬間、視線の先にある口元がわずかに歪む。

　その様子を不思議に思いながら小首を傾げると、彼は数回瞬きをくり返し、どこか躊躇ためらいながら再度口を開いた。

「その……本やＣＤを触る前に、出来れば手を洗ってから……楽しんでくれないか？　あと、本読みながらポテチ食ったり、飲み物飲んだりしないで欲しい」

「……へっ？」

　一体どんなことを言われるのだろうと、内心少しドキドキしていた茅乃は、聞こえてきた言葉に、思わず気の抜けた声を発してしまう。

　その内容は、あまりにも予想外な、オタクなら誰もが弁わきまえているマナーを忠告するものだった。

「そんなの当たり前じゃないですか。敬愛するうさコロン先生の本を汚すなんてありえません！」

　見くびるなと言わんばかりに、フンと鼻を鳴らせば、「悪かった。もう気にしないでくれ」と後藤の口元に苦笑いが浮かぶ。

　やけに具体的な注意事項を言われたと、再度今しがた聞いたばかりの言葉を思い出せば、ふと頭の片隅で何かが引っかかった。

「もしかして……前に、何かあったんですか？」

　そして気づいた時には、十センチ以上背の高い彼を見上げ、問いかけるように口を開いていた。

「……学生時代、友達に漫画貸したら、散々な状態で戻ってきたんだ。ポテチの油まみれで返ってくるわ、飲み物こぼしてダメにしたとか」

　茅乃の問いかけに返答する後藤の声は一切の覇気がなく、視線まで虚ろなままぼんやりと遠くを見つめている。

　悲壮感漂う彼の様子を目にしたからなのか、他人事なはずなのに不思議と胸の奥がズキリと痛んだ。




　後藤からお目当ての最終巻を借りた日から、茅乃は彼の言葉に甘え少しずつ漫画を読み進めていった。

「……っ、ぐすっ。うぅ……っ」

　そして数日後、自宅に帰ってからついに最後のページを読み終えると、身体の奥から感情が涙となって次々と溢れ出す。

　後藤や、ＳＮＳを通じて知り合った友人たち、その他大勢のファンが絶賛していた通り、感動的な最終回だった。

　涙なしには語れぬラストは、何度も読み返したくなるほど素晴らしい。

　単行本を汚してはいけないと、今まで手にとっていたそれを一旦テーブルの上に置いた。

　そして自由になった手を伸ばし、テーブルの上に置いてあったティッシュを数枚引き抜いて涙を拭い鼻をかむ。

（やっぱり、うさコロン先生マジ神だわっ！）

　思い出すのは、これまで読者として追いかけてきた主人公たちの軌跡。

　第一話からの物語を脳内で何度も再生していると、感動と興奮、そして萌えの大波が次々と押し寄せてくる。

　この感動を、己の中に溢れる想いを誰かと共有したい。そんな気持ちを抱き、咄嗟にそばにあったスマホを手に取った。

　そしてメッセージアプリを立ち上げ、一番上に表示された後藤とのやりとりを記録したページを呼び出す。

　こんなにも素敵な感動を味わえたのは、何をおいてもまず彼の存在なしには語れないと思ったからだ。

「…………」

　なのに、いざメッセージを打ち込もうとした段階で、スムーズに動いていたはずの指が止まる。

　今の気持ちをどう文字に表現していいかわからず、彼女は困惑したまま画面を凝視するしかなかった。




「あ……ティッシュ空になっちゃった。……っと」

　数分後。ティッシュ箱が空になったと気づいた茅乃は、重い腰を上げ未開封のボックスティッシュが置いてある棚を目指し、リビングを出ていく。

　その十数秒後、主の居なくなった内では、シンプルなカバーケースのついたスマホのお知らせランプが点滅し始めた。

　カバーで隠れた画面には、号泣するキャラクタースタンプがいくつも連打された形跡が残っている。

　その一番下を見れば、相手から返ってきた反応が一つ。

　そっとハンカチを差し出すキャラクターが、頭上で号泣する皆の涙を優しく拭っていた。




　茅乃は、後藤から借りた大人気ＢＬ漫画『アナタの背に陽はのぼる』の最終巻とドラマＣＤを数日にわたり堪能した。

　クタクタになるまで働いて帰宅した後は、ドラマＣＤを聞いて主人公たちのやりとりに悶え、食事、入浴などを終えれば、最終巻を読み返す。

　新たな萌えポイントや、感動する箇所を見つけるたび、感情の赴くまま一方的な語りメッセージを送信する。

　その相手は、今回の件で連絡先を交換した後藤だ。

　長文のメッセージを送ろうが、感情が暴走するせいで若干、支離滅裂な内容のメッセージを送ろうが、彼はいつも返事をくれる。

　早ければ一時間以内、遅くても翌朝、出社前までには返信が届いていた。

『もう一回ドラマＣＤ聴いてきます！』

『聴くのはいいが……流石に遅くないか？　こんな時間だし、寝た方がいいんじゃ……』

　ある夜、割と早い段階で向こうがメッセージに気づき、何度かやりとりするうちに、気づけばもう日付が変わっていた。

　向こうから、冷や汗をかいているキャラクタースタンプと一緒に、茅乃の体調を心配するメッセージが送られてくる。

「…………」

　文面の端々から感じる優しさが、不思議とむず痒く感じてしまう。そのたび、一人首を傾げ悩むものの、納得出来る答えは見つからなかった。




　流石にこれ以上甘え続けるわけにはいかない。

　漫画を借りてから半月ほど経った頃、茅乃は仕事終わりに後藤を呼び出した。場所は前回と同じ非常階段そばだ。

「ありがとうございました」

　ペコリと頭を下げ、手にしていた紙袋を彼の前へ差し出す。

「まだ先でも良かったのに」

　すると彼の声が聞こえるのとほぼ同時に、手元にあった重みが消えていく。

　茅乃がゆっくり顔を上げれば、苦笑いを浮かべる彼と目が合った。

「いやあ……流石に悪いかと思いまして。それに、これでもかってくらい堪能させてもらえたので、満足です」

　漫画を借りた後も暇を見つけてネットの海を徘徊しているが、茅乃はいまだ自分用の本を買えていない。

　発売から日が経っているためか、中古出品情報などを目にする機会は増えている。

　しかし、狙っているのはＣＤ付きの限定版。

　定価の数倍と言える金額での取引、妥協出来る値段を発見したと思えばすでに品切れ。つくづく天に見放され、巡りあわせは上手くいかない。

　そんな日々を癒し続けてくれたのは、神様とも言える後藤が貸し出してくれた宝物。

　この充実した二週間を思い出せば、自然と顔が緩み、口元には無意識に笑みが浮かぶ。

　不意に、後藤は息を呑んだように一瞬だけ大きく目を見開いた。

　すぐにそれは元に戻ったものの、今度は手に持ったままの紙袋へ視線を落とす。後藤の動きに合わせて視線を追いかけ、茅乃の目線も今自分が手渡したばかりの紙袋へ向いた。

「……？　これ、重くないか？　俺が貸した時、こんな重さじゃなかっただろう？」

　そのまま不思議そうに中身を覗き込む姿に、茅乃は「あぁ、それは……」と思い出したように口を開く。

「今回のお礼と言いますか……このシリーズが好きなら、後藤さんこういうの好きじゃないかなーと思って、私なりに色々選んでみたんです。あと、私的におすすめな作品も」

　たった今茅乃の手を離れた紙袋は、後藤が本を貸した時に使ったそれと柄も大きさも明らかに違う。

　そこに入っているのは、彼から借りた漫画とドラマＣＤ、そして茅乃がセレクトした数冊のＢＬ漫画や小説。

　今回の件で、何かお礼をしなければと考えた結果が詰め込まれている。

「……どおりで重い訳だ」

「これでも厳選したんですよ。本当は、これの倍以上あったんですから」

　悔しさのあまり「あれと、あれも入れればよかった……」と、気付かぬうちに拳を握りしめてしまう。

　そんな彼女の耳に、ふと小さく弱々しい笑い声が届く。

　ブツブツと独り言を呟き続ける茅乃が、呆れと戸惑いが交じり合うそれに気づく様子はない。




　お礼という名目で、半ば無理矢理お気に入りの作品を貸し出してから早数日。

（やっぱり……ちょっと強引だった、かな）

　時間が経つにつれ、茅乃は冷静さを取り戻し、数日前の行動を内心反省していた。

　会社内の様々な部署の中で、営業部は実務的にも社員たちからの認識的にも忙しい部署の一つだ。

　だけど、後藤が所属する商品開発部は、それ以上に忙しい職場だと社内にいるほとんどの人が認識しているはずだ。

　自分よりはるかに忙しい毎日を過ごす後藤に、勢いに任せ「是非読んでください！」とパンパンに膨れた紙袋を押しつけたのは、多少、いやかなり強引だった。

　あれ以来、彼からの連絡は無い。こっちが漫画を借りていた時は定期的にやりとりしていたが、きっと仕事が忙しく疲れているのかもしれない。

　休日の夜、自宅のリビング兼キッチンの中央に陣取り、茅乃はテーブルの上に置かれたスマホを睨みつける。

　これまでに何度か、こちらからメッセージを送り様子をうかがおうとも考えた。けれど、余計なことをして怒らせるかもと不安に襲われ、ここしばらく実行出来ていない。

　あの日、夜中特有のテンションを引きずり行動してしまった自分を、今さらながら心底引き留めたい気分だ。

「時間見つけて、返してもらおっかな……うぉ!?」

　しばし悩んだ末、後藤への貸し出し中止を決意した茅乃は、その旨を連絡しようとスマホへ手を伸ばす。

　すると、画面に指が触れるより先に、今手に取ろうとしていたモノから耳慣れた通知音が流れる。これは、メッセージの受信を告げるものだ。

　不意打ちすぎる状況に思わず肩をビクつかせ、伸ばした手を反射的に胸元へ引き戻した。

　無意識に心臓のあたりに手のひらが触れたせいか、部屋着の上からバクバクと激しい心音を感じてしまう。

「……あっ」

　まずは落ち着かなきゃと思い、数回深呼吸をくり返した後、恐る恐る覗き込んだ画面には、今まさに頭の中に思い浮かべていた人物の名前が表示されていた。

　完全に気持ちが落ち着くのを待った茅乃は、改めてスマホを手に取り、受け取ったばかりのメッセージに目を通していく。

『連絡が遅くなって悪い。貸してもらったやつ、半分くらい読めたぞ。本当は、もっと早く読みたいんだが、なかなか時間がとれなくてな……』

　始まりは謝罪の言葉。そこから続くのは、己の読書量と仕事状況を申告するような内容だった。

　想像していた通り、やっぱり彼は忙しいらしい。余計なことをしてしまったと後悔する反面、「もっと早く読みたい」と綴られた文面を、つい都合よく解釈してしまう。

　茅乃はしばらくアプリ画面を眺め、このタイミングで貸し出し中止を申し出るべきか否かを悩みだす。

　数分後、思考の海を揺蕩たゆたっていた意識は、新たなメッセージ受信を告げる音によって引き戻される。

「えっ……」

　そして、休む間もなく視界から飛び込んできた情報は、彼女を心の底から驚かせた。

　大きく見開いた瞳に映り込むのは、これまでと同じスマホの画面だ。

　違う点と言えば、新しく受信したメッセージ。

　自分が貸し出した作品についての感想が、一つ一つ細やかに書かれているものだった。

　作品の良し悪し、登場キャラクターについて思うこと。

　感動したシーンや、好きなシーンについて。

　紙面では描写されていない部分を、自分なりに想像しみたと己の意見を述べる文章もある。

　几帳面な性格がうかがえる感想は、作品を読み込まなければ書けない部分も多く見受けられた。

（ちゃんと、読んでくれたんだ）

　もしかしたら、一切目を通さず返されるかもしれないと、心のどこかで考えていた。

　だけど、そんな心配は杞憂きゆうに終わったことを、次々と届くメッセージが知らせてくれる。

『長々と一方的に書いて悪い。読んだことないやつはあと二冊くらいだから、近いうちに返せると思う。これだけ貸してもらうのも悪いから、俺の方も水谷さんが読んでないの探して貸すよ』

「……ははっ」

　今回の件は、前回のお礼としての茅乃が勝手に貸し出したことだ。

　なのに彼は、次のお礼をすると主張している。

　そんな考えが少しだけおかしくて、茅乃は一人吹き出すように笑い声を上げた。




　お礼にはお礼を、そして新たなお礼をと、二人は定期的に自分の所有する漫画や小説などを貸し合うようになった。

　そして、メッセージアプリに感想という名の想いと熱をぶちまけ共有する日々が続く。

　最初はＢＬ作品について語り合っていたが、次第に範囲は広がり、アニメや漫画など色んなジャンルの知識や想いを、時間はまちまちだがほぼ毎日語り合うようになっていた。

「ねぇ、昨日の最新話見た？　まさかの推し担当回で……思わず叫びそうになったわ」

　ある日の夜、電話越しに後藤と会話中だった茅乃が、ふと思い出したように声を上げた。

　前日に放送した今期のアニメのことを思い出し、後藤も追いかけている作品だと気づいたせいか、声が若干弾んでしまう。

『えっ、そうなのか？　ちょっと待て水谷、今叫ぶなよ。俺はまだ……見てないんだ。週末に見るから、その後で叫んでくれ』

　だが、こちらの期待を裏切るように、「待った！」の声がかかる。

　酷く慌てた様子は電話越しでもはっきりわかった。何より、いつもは〝水谷さん〟と茅乃を呼んでいるのに、焦り過ぎて〝水谷〟と呼び捨てになっている。

「えー？　たった三十分のアニメなんだから、ササっと見ちゃえばいいのに」

『お前は……俺の睡眠時間を削る気か。そんなこと言うんなら、残業手伝え！』

「私が開発部の仕事を手伝えるわけないじゃないですか！」

『わかってるっての、そのくらい……というか、今電話してるこの時間で一本アニメ見れたんだぞ』

「そこはほら、文句とか言わずに……フフッ」

　連絡を取り始めた頃は、画面に打ち込むメッセージだけのやりとりだったのに、気づけばいつの間にか電話越しのものが大半を占めるようになっていた。

『そう言えば……明日新刊の発売日じゃなかったか？』

「ばっちり予約済みです。後藤さんの分も、しっかり特典小冊子付で頼んでおきましたから」

『……それじゃあ、明後日か？　代金渡すから』

「了解です」

　始まりは単なる偶然の出会い。

　そこから、秘密にしている顔を互いに知った茅乃と後藤は、ただの趣味仲間へ関係性を変え始めていた。








第二章

萌えが縮める距離






　腐りきったオタクたちの人生が交わり、幾重にも交差し始める。

　茅乃が後藤と親しく接し始めてから、もう二か月が経とうとしていた。




　朝から出勤し、仕事、仕事、また仕事と夕方まで働き続ける。

　それはまるで、目の前に山積みの課題を置かれた感覚に似ていた。

　一つ片づけるたび、己の中にある気力、体力は減っていき、数値は日を追うごとに下降する一方。

　だが営業職という立場上、取引先での笑顔は必須。

　本当は趣味に使いたいお金を確保して、年単位で使えるよう揃えた少し値段の高い女性もののスーツ。少しでも知的に見えればと買った、プライベート用とは違う、仕事時の眼鏡。少し低めのヒール。

　少し長めのストレートヘアーは、仕事の邪魔にならないよう、その日の気分でお団子状にまとめるか、首元で一束にまとめてしまう。

　そのすべてを装備して自宅から一歩外へ足を踏み出すと同時に、茅乃は〝営業部次期女性エース水谷茅乃〟という仮面をかぶる。

　取り外せるのは、昼休憩のわずかな時間、そして帰宅して玄関の扉に鍵をかけた後。

　平日はもっぱら気を張り詰めていることが多い彼女を癒してくれるのは、数少ない友人たちとのお喋り。そして、二次元世界への逃避だ。




　待ちに待った週末。

　休日にも関わらず、茅乃は早朝から鳴り響く目覚まし時計を止めた。

　その後、歯磨きや洗顔、朝いつも行っている身支度を済ませ、テレビ画面を見つめながら朝食を口に運ぶ。

『本日は全国的に晴れ、お出かけにはピッタリのお天気になるでしょう』

　お天気キャスターの声を聞きながら、日中の最高気温と降水確率をチェックする。

　どちらも特に問題はないとわかれば、早々にリモコンを手に取り、テレビの電源を落とす。

「……ん。ごちそうさまでした」

　反対の手でジャムを塗った残りのトーストを口に放り込めば、彼女はすぐに立ち上がり、食器を片付けようと流し台へ向かった。

　途中、チラリと視線を向けるのは壁にかけられたカレンダー。

　二つ並んだ一方にはイケメンキャラクターのイラストが描かれており、もう一方は白地に黒と赤の数字が並ぶシンプルなデザインだ。

　キャラのイラストが描かれたものは観賞用で、カレンダーとしてはもっぱら白地の方を活用させてもらっている。

　活用している方には、一か月間の予定がびっしりと書き込まれているのだ。

　その中で茅乃が視線を向けたのは今日の日付。

　赤い二重丸で囲まれた数字の下には〝あなせのオンリー　Ｗｉｔｈ後藤さん〟の文字。

　今日は、数か月前から楽しみにしていた日──同人イベントへの参戦日だ。




　ただでさえ人通りの多い駅前は、休日のせいかいつも以上に人で溢れかえっていた。

　人混みをかき分けながら、茅乃はキョロキョロとしきりに視線を動かし、周囲の様子を確認する。

「悪い水谷。待たせたか？」

　すると、不意にすぐ近くから声が聞こえ、ふり返った先にはスマホを持った後藤がたたずんでいた。

　今日のイベントのために、二人は駅前で待ち合わせをしていた。

　無事合流出来たことに安堵しつつ、改めて彼の方へ向き直り、視線を合わせようと少しだけ上を見上げる。

「いいえ。というか、まだ待ち合わせ前じゃないですか。心配しすぎです」

「待ち合わせ前だとしても、男が女を待たせるのはダメだろう」

　首を横にふり大丈夫だと訴える茅乃の言葉に、後藤は持っていたスマホをアウターのポケットにしまいながら眉を下げる。そんな彼の態度に思わず苦笑いが零れた。

　そして茅乃は、自然と零れたなんとも紳士的なセリフを脳内のメモリーに記録しながら、いつか同人誌で使わせてもらおうと心の中で感謝の一礼をする。

「一応……言われた通り、動きやすい恰好はしてきたんだが……これで良さそうか？」

　小首を傾げ、後藤は己の服装へ視線を落とす。つられて茅乃も彼の服装へ目を向ければ、会社内で会う時とは違う私服姿を前に少々長めに観察してしまった。

　薄手の白い長そでシャツに深緑色のジャケット、細身の黒いズボンにスニーカー、そしてリュックサックと、夏から秋に季節が移り替わる時期としては無難なコーディネートだ。

　色見は全体的に落ち着いていて、あまり派手なもの好きじゃないのかもと考えてしまう。

「大丈夫です」

　グッと右手の親指を立てサインを出せば、不安げだった彼の顔に安堵の笑みが浮かぶ。

　くしゃりとどこか幼さの残る笑顔を直視した茅乃は、不思議と胸元の奥があたたかくなるのを感じた。

「それじゃあ、今日はよろしく頼むな」

「まかせてください」

　軽く頭を下げる彼の言葉に胸を張り、茅乃は大きく頷く。そして先陣を切り向かうのは、今日の目的地であるイベント会場だ。




　後藤というＢＬ好き仲間を得た茅乃は、次第に彼を時間が許す限り外へ連れ回すようになった。

　きっかけはほんの些細な出来事。大好きなアニメ作品の新作映画が公開され、茅乃が近いうちに見に行きたいと言い出したのがきっかけだった。

「なんだったら、一緒に見に行きます？」

　後藤も同じアニメが好きと話していて、新作映画も気になるらしい。彼の話を聞いた茅乃は特別何かを思うわけでもなく、気づけばオタク友達を誘う感覚で誘いをかけていた。

「えっ!?　……そう、だな。見に行くか」

　後藤は最初、突然の誘いに驚いた様子を見せた。だけどすぐに頷いてくれたこともあり、予定を合わせての映画鑑賞が決まる。

　その後、二人で予定を合わせ、約束した日時に映画館前へ集合。隣同士の席に座り、それぞれ買った飲み物と、一つのポップコーンを分け合いながら約二時間映画を堪能した。

　午前の上映回を選んだため、軽い昼食も兼ねて、茅乃たちはそのまま映画館近くにある喫茶店へ足を運ぶ。

　そこで互いに映画の感想を語っていると、後藤のオタクとしての活動形態が徐々に明らかになっていき、茅乃はこれまでにない驚きを感じた。

　そして映画に誘った時、彼が一瞬驚いた理由も何となくだが理解出来たかもと思えた。

　後藤は別に、運動が苦手なわけでも、アウトドアが嫌いなわけでもないそうだ。

　だけど彼は、とりわけオタクというジャンルに関してのみ極端な程インドアな日々を過ごしてきたらしい。

　アニメや漫画、小説などを堪能しても、その気持ちを誰かと共有せず、一人でその世界に浸るだけ。

　映画などは、ＤＶＤ化されるのをひたすら待っていたと話してくれた。

　加えて、オタクなら情報収集のツールとして重要なＳＮＳなども一切やっていないらしい。

「ほら……男が一人でアニメ映画っていうのも……な？」

　彼はそんな言葉と共に苦笑いを浮かべ、アイスコーヒーで喉を潤す。男のオタク、そして腐男子である自分に、どこか思うところがあるのかもしれない。

　そんな後藤の反応は、これまで数多くのイベントに赴き、休日ともなれば外へ飛び出してきた茅乃にとって大きな衝撃だった。

　同時に脳内を駆け巡るのは、仲間たちと情報を共有したり、互いに意見や感想を伝え合ったり、日常では味わえない感動を一緒に体感するなどの思い出たちだ。

　是非とも、これから後藤には一人きりでは到底味わえない感動を知ってもらいたい。

　茅乃は、使命感にも似た想いを心に抱き、その日以来、出来る限り休日の外出に後藤を誘うよう心がけた。

　しかしふとした瞬間、また自分一人だけが突っ走っているのではと不安に駆られる。

　そして、一度気になってしまえば、迷惑かもしれないという疑念が増大していくだけだった。

「後藤さん、あの……散々色んな所へ連れ回しといて、今さらこんなこと言うのも変ですけど……ダメな時とか、嫌な時ははっきり断ってくださいね？」

『……？　あぁ、わかった。用事がある時は、事前に連絡するように心がけるよ』

「そ、それもそうなんですけど。そうじゃなくて……えっと……」

　ある夜、心の底から湧き上がる恐怖を精一杯の勇気で抑え込み、通話の最中に話を切り出したことがある。

　だけど返ってきたのは、予想したものとはどこか食い違った答えだった。

　仕事や趣味に没頭している最中よく回る頭も、何故かこの時は動きが鈍く、口ごもってしまう。

『……楽しいよ』

「えっ？」

　そんな茅乃の耳に届いたのは、優しくあたたかな一瞬の笑い声。そして続く言葉は、彼女のモヤモヤとした思考を断ち切ってくれる。

『俺が迷惑してるんじゃないかって思ったんだろう？　本当にそう思ってるなら、もっと早い段階で断ってるよ。予定があるって嘘つくことだって出来るしな』

　そう言って、どこかおかしそうに笑う彼の声がスマホ越しに聞こえてきた。

「こ、今度の……」

『……ん？』

　耳から脳へ、そして全身に伝わる後藤の声は、不思議と胸をざわつかせ、茅乃から落ち着きを奪っていく。

　気づくと自分の方から声を発した茅乃は、トクトクと少し早く脈打つ心音を感じながら、チラリと壁にかけられたカレンダーへ視線を向けた。

「今度の土曜日……あなせののオンリーがあるんですけど、一緒に……行きませんか？」

　そして、まだこびりついた不安と一緒に、普段より少しだけ弱々しい声で言葉を紡いでいく。

『あなせのの？　……悪い、オンリーって何だ？』

　話題に出したのは、二人の交流が始まるきっかけとなった作品。その同人イベントのことだ。

「えっと……あなせのだけを扱った同人誌のイベント、みたいな感じです」

『へぇ、そういうのもあるのか。俺、同人イベントって全然行ったこと無いんだ。毎年、ニュースとかで取り上げられたりするだろ？　あれを毎回、すごい人混みだなって驚きながら見てる』

「こ、今回は作品が一つだけですから、あそこまでは混んでませんよ！　それに、元がＢＬ作品だから、後藤さんも入りやすいと思います」

『そうか……それなら、挑戦、してみるか』

　電話越しの声を聞いた瞬間、無意識に頬は緩み、胸のざわつきが激しくなる。

　こうして、茅乃引率のもと、後藤の初同人イベント参加が決定した。




　無事イベント会場に到着した茅乃は、移動中、隣を歩く後藤の様子が気になり、つい彼の顔を観察してしまう。

　理由はとても単純だ。ここへ来るまでは会話を弾ませていた彼が、会場に着いた途端喋らなくなった。

「…………」

　彼女の瞳には、ひっきりなしに視線を左右へ動かす後藤の姿が映り込む。

「後藤さん、どうかしました？」

「……っ、あ、あぁ……ちょっと、な」

　不思議だなと思いつつ小首を傾げれば、視界の端に映り込む彼の両肩が一瞬ピクリと上下する。けれど彼は、すぐにこちらを向いてくれた。

「テレビで見るのと、実際に自分の目で見るのは……やっぱり違うと思って。人は少ないって水谷は言っていたけど……俺からすれば、規模といい人数といい、十分多いよ」

　茅乃の声に驚いた様子を見せるものの、後藤の口元は弧を描いて苦笑混じりの言葉を発した。

　他人から聞く話と、自分の目で実際に見る現実。それは、どこか似ているようでまったく違うモノ。

　そのギャップに、きっと彼は驚いているのかもしれない。

　再び後藤は、興味深そうに、そしてどこか戸惑い混じりの視線を周囲へ向ける。

　そんな様子を見つめていれば、不意に過去の記憶と感情が脳裏を過った。

　あれは、茅乃が初めて同人イベントへ足を運んだ日。

　ＳＮＳで知り合った友人に誘われ、たどり着いた会場内の熱気に衝撃を受けたことはよく覚えている。

　所狭しと立ち並ぶスペースに、いたる所から聞こえる売り子と客のやりとり。そして、すぐそばを行き交う人々の機敏な動き。

　圧巻の光景を目の当たりにし、自分も最初は言葉を失ったものだ。

「ふふっ」

　まるで隣に昔の自分がいるようで、つい口元が緩んだ茅乃はかすかに笑い声をあげる。

　知らないことに触れる時、彼はとても素直な反応をする。それは、これまで彼と何度もやりとりを重ねたり、一緒に出かけたりと接する機会が増えたから気づけたこと。

　どこか子供っぽく好奇心旺盛に瞳を輝かせる後藤は、疑問があればすぐ尋ねてくる。

　先輩後輩という二人の立場は、ＢＬに関してのみ逆転している。

　先輩と後輩、教師と生徒、茅乃たちの関係は、そのどれにも当てはまりそうで、少しズレている。

　上下関係があるようで、時に対等。二人は不思議な立ち位置からお互いを見ているのかもしれない。

「水谷、まずはどこに行けばいいんだ？」

　しばらくすると、会場内を見回していた視線が自分の方を向いた。

　小首を傾げる彼の言葉に、茅乃は肩にかけていたトートバッグの中から、会場内の案内図を取り出す。

　すると、隣にあった気配が不意に近づくのがわかった。その正体はすぐに察したにも関わらず、どうしてか大きく脈打つ心音を感じる。

「そう、ですね。まずは……」

　気を紛らわせるように、茅乃は視線を手元へ落とした。

　自宅でプリントしてきた会場の案内図は、茅乃によって大分手が加えられている。

　大好きな同人作家のスペースや、気になるスペースに印をつけたり、効率よく買い物をするための道順などが、細かく書き込まれていた。

　すぐそばから「すごっ！」と感嘆の声が上がり、恥ずかしくもほんの少し誇らしい気持ちを抱いてしまう。

　イベントがあるたび、下調べや事前準備を欠かさない自分にとって、この程度は普通のこと。だけど初参戦の後藤にとっては、手元の地図ですら驚きの材料になるみたいだ。

「手始めにここへ……あっ」

　まずは、入り口そばにある後藤が好みそうな同人サークルのスペースへ行こう。

　茅乃は一旦地図から片手を離し目的地を指し示そうとする。けれど、視界の端に映り込んだ赤い星印に気づくと、彼女は咄嗟に手を止めた。

　現在地から少し離れた場所につけられたそれは、今回新作を販売するからと事前に連絡を貰っていた友人たちがいる所だ。

「後藤さん、申し訳ないんですけど……最初にここ、行っていいですか？　友達に差し入れしたくて」

「ん？　あぁ、俺は全然構わないよ。それじゃあ、どこか適当に見てるからゆっくりして……」

「なーに言ってるんですか！　迷子になったら時間のロスです。さぁ、行きますよ！」

「は？　いや、俺が居ない方がゆっくり……って、おいっ！」

　人差し指の行き先を変え、目立つ赤を指しながら顔を上げる。同時に、ここ二カ月ですっかり聞き慣れた優しい声が耳に届く。

　それを脳が認識し、彼からお許しが出たとわかってから茅乃の行動はこれまでと比べられないほど素早くなる。

　数秒で見取り図を折り畳んでバッグの中へしまうと、隣にたたずむ後藤の腕を掴み足早にその場から移動していく。

「そんなに走ったら危ないだろ！　しっかり周りを見ろ！」

「走ってません！　これは早歩きです。場所ならしっかり覚えてます！」

　すると次の瞬間、優しかった彼の声は叱責へ変わった。まるで、団体行動を乱す生徒を注意する先生のような声は、騒々しい会場内でやけにはっきりと耳に届く。

　走るな、走ってない。手を離せ、離さない。

　二人の言い合いが終息するのは、目的地スペースで手を振る二人の女性の姿を揃って認識する頃だった。

「はぁ……はぁ……」

「っ……ゴホッ、ゴホッ」

　終始言い合いながらの移動は、二人の体力をことごとく奪った。そのせいで、目的のスペース前に到着した時、すっかり後藤たちの息は上がって、茅乃に至っては苦しそうに咳き込むほどだ。

「……何してんの」

「……大丈夫？　えっと……です、か？」

　両膝に手をつき、乱れた呼吸を整えていると、頭上から彼女の耳に二つの声が届く。

　肩を上下させたまま顔を上げれば、腐女子仲間の友人たちが、心配そうにこちらを見つめているのが見えた。

　ちらりと横へ動かした視線が、自分と同じく肩で息をする後藤の姿をとらえる。

（は、恥ずかしっ！）

　もう一度前方を見つめ、未だ困惑し続ける友人の姿を認識した途端、頬のあたりにカッと勢いよく熱を帯びていくのを感じる。

　同時に頭の中には、会場入り口からここまでの、たった数分の記憶がよみがえった。

　周囲の人を避けたり、道順などを認識したりなど、冷静な思考は移動開始直後頭の片隅へ追いやられた気がする。

　そんな状況で、よくたどり着けたものだと、茅乃は心の中で自画自賛をしていく。

「あー……歳かな、もう……」

（三十くらいで、何、年寄りみたいなこと言ってんだか……）

　疲労からつい零れただろう後藤の呟きを聞き、つい心の中でツッコミを入れてしまう。

　以前彼の年齢を聞いた時に、確か三十歳と教えてもらった。ついこの前誕生日だと言っていたから、今は三十一歳のはず。

　どちらにしろ、この程度で根を上げるとは情けない。

　内心ため息を吐きつつ、いい歳したアラサーの二人が、聞き分けの無い子供のような口喧嘩をしながら移動する光景は、はたから見て奇妙すぎるだろうな、なんて思ってしまう。

　その醜態を、無自覚とは言え晒してしまった事実を改めて認識したせいなのか、茅乃に襲いかかる羞恥の波は一向に落ち着かない。

　感情に任せ言い合いをするなんて、普段の自分からすれば考えられない行動だった。

（全部、後藤さんのせいだし……）

　移動中、わかりきったことをいちいち注意してくる後藤に対して、茅乃は少なからず苛立ちを感じていた。

　冷静になって考えれば、普段営業先で嫌というほど向けられる嫌味の方がダメージの度合いは大きい。そんな言葉の攻撃を、この数年で笑って受け流せるくらいには、自分なりに場数を踏んできた。その自負が茅乃にはある。

　なのに、どうして微々たるダメージでしかない彼の言葉を、今日に限って受け流せなかったんだろう。

　頭の中に浮かんだ小さな疑問と共に、心の中にまた白くて丸い欠片が新たにうまれ転がっていく。いまだにその正体を知らない茅乃は、努めて深く息を吐いた。

　深呼吸をして意識を切り替え、気持ちが落ち着いた彼女は、改めて友人二人に対して驚かせてしまったことを謝罪し、差し入れにと買っておいたお菓子を手渡す。

「ねぇ、ちょっと」

「ん!?」

　差し出したお菓子を一人に受け取ってもらえば、もう一方の友人が、いきなり自由になった茅乃の手首をつかんでくる。数歩分離れて向かい合っていた距離を一気に詰められ、困惑しているうちに見慣れた女性の顔がすぐ間近に迫っていた。

「隣の人、誰なの？」

「めっちゃ仲良さそうだね」

　突如グラリと傾いた体勢に少しばかり足がもつれ驚いたが、コソコソと耳打ちする二人の声を聞き、茅乃は内心「そう言えばまだ紹介してなかった」と気づく。

「とりあえず、手を離しなさいな」

　小さくため息を吐きながら軽く掴まれた手首を揺らせば、すぐにそれは自由になった。

　茅乃は体勢を立て直しながら軽く周囲を見回す。

　数秒とかからず探し求めていた男の姿を発見したものの、先程まで隣にいたはずの彼は、何故か自分の後方へ下がり、通行人の邪魔にならない位置でたたずんでいた。

　いつの間に移動したのだろう。もしかしたら、意識せず自分が離れたのかもしれない。

　そんなことを思いながら、茅乃はしばし後藤の様子を観察する。

　主に自分の足元を見つめる視線は落ち着きなく動き、時折まるでこちらの様子を窺うように一瞬だけそれは上へ動く。

　もしかして気を遣っているのだろうか。

　先程までの威勢はどこへやらと、少し可笑しく、笑いを堪え、居心地の悪そうな彼に向かいチョイチョイと手招きをした。

「会社の先輩。そして、リアル腐男子」

　そして茅乃は、小首を傾げながら近づいてきた後藤を見上げ、端的かつ明確な言葉を添えその視線を友人へ移す。

「っ！　何言ってんだ、お前っ！」

　次の瞬間、彼女の耳に届いたのは焦りと若干の怒り、そして困惑を滲ませた、なんとも複雑な後藤の声だった。

　普段から温厚な印象の強い彼が一際大きな声を発したことに、茅乃は衝撃を受けた。

　慌てて彼の方をふり向けば、何かを訴えようと自分と友人たちの間を行き来する後藤の視線に気づく。

　けれど、頭の回転の良さが必須な営業職に就いているにも関わらず、茅乃はその意味をすぐに理解出来なかった。

　視線の先にある顔は少しずつ青ざめていく気がする。そして彼の口元は何度も開閉をくり返し、まるで声に出すことを躊躇しているように見えた。

　それらは頭の中で一つ一つがパズルのピースへと変化し、少しずつ組み合わさっていく。

「……後藤さん」

　すべてのピースが揃った瞬間、未だ狼狽する後藤の肩に、茅乃はポンと手を置いた。

　そして空いている手を軽く握り、胸元でグッと親指を立てる。

「恥ずかしがらなくて大丈夫です。腐ってれば、皆仲間ですよ！　……あいたっ！」

　あの日、同じ単行本を手に取った時と同じ表情を浮かべる先輩を励まそうと、笑みと共に精一杯激励の言葉を贈る。

　少しでも気持ちが軽くなればと思っての行動だった。それなのに、返ってきたのは感謝の言葉などではなく、少々痛みを伴う脳天への平手打ち。

　突然の衝撃に、慌ててズレ落ちそうになる眼鏡を受け止め、しっかりと元の位置に戻す。

「自己紹介くらい一人で出来るんだよ！　勝手に人の情報をベラベラ喋るな！」

「ギャー！　髪がー、朝一生懸命セットした髪がー！」

　一体何をするんだと抗議しようにも、ペシリと頭を叩いた後藤の手は、茅乃の頭から離れていかず、そのままグシャグシャと髪をかき乱し反論の隙さえ与えてくれない。




　──どうやら彼は、同類に対しても腐男子と知られることが恥ずかしいらしい。




　その事実を察すると同時に、「別に恥ずかしがる必要なくないか？」と、茅乃の脳内には疑問符が浮かんだ。




　その後、何故か近所で悪戯をした子供のごとく、茅乃は騒いでしまったことに対し、友人たちに頭を下げた。

　もちろん、彼女の頭上には、しっかりと大きな手が添えられている。

　茅乃自身に謝罪する気持ちはあるものの、深々と頭を下げる行為は半強制的だ。

「……後藤さんはいつ私の親になったんですか？」

「誰がお前の親だ……」

　頭上から重みが消えた瞬間、勢いよく顔を上げ後藤を睨みつける。

　自分の疑問をぶつけてみたものの、呆れを含んだ視線と言葉だけが返ってきた。

「だってそうじゃないですか。私、二十七にもなって、謝罪を補助されるとは思いませんでしたよ。パパの手を煩わせるような育ち方はしていません」

「俺だって……三十一にもなって、後輩を謝罪させるなんて思ってもみなかったぞ。し、か、も、仕事以外で！　……って、誰がパパだ。こんなデカくてうるさい子供なんかいらん」

　彼の視線に、つい皮肉めいた言葉が口をついて飛び出した。すると、流石に彼もカチンときたのか少しばかり反論する語気が強くなる。

　後藤の言葉を聞いた茅乃の身体は不思議と熱を帯び、一際首から上が熱くなってしょうがない。

　それはまるで、沸騰した血液が脳に集まっていく感覚だ。たった数分前にも同じ感覚を味わったと心の片隅で冷静な自分が現状を把握していく。

　身長差があるから仕方ない。そう頭では理解しているのに、自分を見下ろす先輩の視線が、最初は小さかったはずの苛立ちを増幅させていく。

　そのせいか、数秒前まで見えていたはずの周りの景色が消えていくのと同時に、茅乃の視線は目の前にいる彼だけを認識する。

　あきらかな錯覚に疑問を抱く余裕が持てない茅乃の唇は、相手に対抗しようと、彼女自身が意識するより先に動いて言葉を紡ぐ。

　止め時がわからないまま口を動かしながら、心のどこかで後藤が口を閉ざしてくれればと、他力本願な気持ちを抱いてしまう。だけど現実は、自分の思い通りになんてならない。

（どうして私、後藤さんと口喧嘩してるんだろう？）

　売り言葉に買い言葉なやりとりを続けるなか、不意に、冷静に現状を見つめる自身の心の声が頭の中に響いた。

　今日は一か月以上前から楽しみにしていたイベント当日だ。

　隣には、つい最近親しくなった会社の先輩がいる。

　腐仲間として話してみれば、好きなジャンルや系統、萌えポイントなど、後藤と茅乃の共通点は思いのほか多かった。その影響か、彼と一緒に行動するのはとても楽しい。

　それなのに、楽しい時間なはずの今は、不思議といつもの楽しさを上回る苛立ちを感じている。

　原因は十中八九、二人の言い合いだ。

　大人げない、自分が少しでも口を噤めばすぐに終わる。すべてわかっているのに、心に宿った熱は暴走するだけで勢いよく理性を奪っていく。

　そのせいなのか、茅乃の意識は、相反する想いが作り出した迷宮をふわふわさ迷っている。

「ふふ。二人共、仲良しなんですね」

「……え？」

「はい？」

　そんな時、思わず首を傾げたくなる言葉が笑い声と一緒に聞こえ、意識の何割かがそっちへ向いた。

　実際に、顔ごと視線を声が聞こえた方へ向けると、間髪入れず隣からも戸惑いの声が聞こえてくる。

　そして、もう何度もイベントで顔をあわせている友人二人が、自分と後藤を見つめていることに気づく。

　どういう訳か、片方はにこにこと笑みを浮かべ、もう一人は眉間に皺を寄せている。

　二人のお陰もあり我に返れた茅乃の瞳が、次第に後藤と友人だけじゃなく、少しずつにぎわう会場の光景も認識していく。

「あのー……痴話喧嘩するんなら、会場の外でやってくれない？　私らへの当てつけですか、こんにゃろーっ！」

　その直後、眉間に皺を寄せたままの友人が腕組みしたかと思えば、怒りを隠そうとすらせず眉尻をヒクつかせる。

（痴話喧嘩って、恋人とか夫婦がするからそう言うんでしょう？　どうしてそれを私と後藤さんに当てはめるかな？）

　友人の言いたいことが一ミリも理解出来ないまま茅乃が小首を傾げれば、次の瞬間ペシペシと友人二人の平手が彼女の頭部に襲いかかった。




　頭を友人に叩かれたせいで、朝早く起きてセットした髪を乱されてしまった。

　と言っても、それ以降は手を出されたり、怒られることは無かったため、被害は最小限と言っていいかもしれない。

「さっきは、その……つい、カーっとなって、すみませんでした」

「いいや、俺の方こそ……悪かった。大人げなかったな」

　時間が経つにつれ、少しずつ冷静さを取り戻してきた茅乃は、このままうやむやには出来ないと思い、後藤に向き直り頭を下げた。

　彼女の言葉を受け後藤も頭を下げるが、その姿を見て自分が子供扱いされた気分になってしまい「四つしか変わらないじゃん」と、つい憎まれ口を叩いてしまう。

　そんな子供じみた発言をする茅乃を見た後藤は、クスッとかすかにほほ笑むだけで言い返してこない。

　──こういう所が大人で、きっと自分が彼に敵わないところ。

　なんて悟った茅乃は、文句を言ってこない後藤に甘え、彼への謝罪を終えた。

　その後は、久しぶりに会った友人と軽く近況報告をしあい、二人が作った同人誌をそれぞれ購入していく。

　茅乃が買う姿を見た後藤も、それぞれ一冊ずつ買った様子だ。

「こ、これが……同人誌！」

　初めて同人誌を手にした彼は、時折感嘆の声を漏らしながら、表紙や裏表紙を色んな角度から眺める。

「……？　中身は見ないんですか？」

　その様子を見つめる茅乃は、初めてイベントで同人誌をゲットした時、家まで待てずに少しだけ会場の片隅で中身を覗き見た過去の自分を思い出す。

　きっと彼も似たようなことをするんじゃと思って見ていれば、いつまで経っても彼がページを開く様子はない。

「せっかく買ったんだから、家に帰ってからじっくり読むさ」

　たくさんの参加者が、多少なりとも中身を確認したりするのに、後藤にその気は無いらしい。

「中古本ならまだしも、新品のものをその場で開くのはどうかと思う。別にチェックするなって言いたいわけじゃないけど……ほら、本屋だって、新品の商品はビニールで封がされてるだろ？」

　なんて発言をする後藤の姿を見た友人たちは、少しばかり瞳を潤ませるほどに感動している。目を潤ませたりはしないけれど、茅乃も後藤の考えに感動を覚える。

　後藤は、今自分が手にしている同人誌を、書店などに流通している商業作品と同等のものとして扱ってくれた。

　今回茅乃はイベントに販売側として参加しなかったものの、一人で同人誌を作って、年に数回イベントで販売している身として、彼の称賛は素直に嬉しい。

　中身こそ見ないけれど、初めて買ったお宝を手に、楽しそうな笑顔を浮かべる先輩の姿を見つめ、茅乃の口元に小さな笑みがこぼれた。

　本格的にスペース巡りをする前にと、茅乃はその場に後藤を待たせ一人トイレへ向かうことにした。

「さっきの場内案内図を貸してくれれば、俺が代わりに買ってくるぞ？　トイレが混んでたら、時間かかるんじゃないか？」

「大丈夫です、すぐに戻ってきますから。初心者が一人で歩き回ったら、即迷子です。だから後藤さんはここで待機！　それじゃあ、行ってきます！」

　友人に後藤の相手を頼んだ後は、そのままスルスルと人混みの隙間をすり抜けていく。

　毎回規模は違うものの、似たようなイベントに参加する茅乃にとって、同人イベント中の移動はお手の物だ。

　皆が待つ場所から一番近いトイレに着けば、予想より混雑していなかったお陰で、当初計算していた時間より早く終えられ、ホッと安堵の息を吐く。

（えっと、あそこから近いスペースは……）

　皆のもとを出発してから約十分。今度は来た道を戻りながら、これから後藤と二人でまわるルートを頭の中で思い出す。

　会場に着いた時に見た実物より精密さは落ちるけれど、手元を見ながら人混みを歩くのは危険だ。彼のもとに戻ったら、最終確認のためにもう一度リュックの中にしまった案内図を見た方がいいかもしれない。

　なんてことを考えつつ、ついでに後藤が好みそうなサークルをいくつかピックアップしていく。

　来た道を引き返したからか、さっきより短い時間で移動している。

「……っ！」

　なんて単純な自分に笑いそうになっていた時、茅乃は吐き出しかけた息を勢いよく吸い込み、忙しなく動かしていた足を止めた。

　大勢の人で埋め尽くされた会場で、不自然に立ち止まった彼女に、通り過ぎる人々の視線が突き刺さる。

　けれど茅乃の中からは、他人の視線なんて気にする余裕など一瞬で消えていく。

　好きなスペース前にいるわけでもないのに、一度止まった足はまったく動かない。

　思わず声を出すことも瞬きすらも忘れ、ただ一点を見つめる。

　瞳に映るのは、自分の帰りを待つ三人が仲睦まじく話す姿だ。

「────」

「──！」

　お喋りする様子は唇の動きでわかるものの、少し距離があるせいか、流石に声までは聞こえない。

（何、話してるの？）

　この会場に居られる時間は有限だ。茅乃はそれを理解していながら、一度頭の中に湧いた疑問をスルー出来ず、皆のもとへ行けないまま立ち尽くす。

　言いようのない不安や焦りが、全身を巡る血液を熱く滾たぎらせる。カッと熱くなった身体から熱を逃がそうと無意識にため息を吐く。実際はかすかな音だったそれは、自分の状況を把握しきれていない茅乃には、やけに大きく聞こえた。

　友人二人と「話しながら待ってて」なんて後藤をあの場に残してきたのは、他でもない自分自身だ。彼はただその言葉に従っているだけ。

　そう何度も、混乱する自分へ言い聞かせるものの、うるさい鼓動が落ち着く気配はない。

（後藤さん、笑ってる……）

　好きな作品の話題なのか、友人と話す彼は目を細めて、時折ケラケラと笑っている。それは、茅乃が初めて見る類の笑顔だ。

「──っ！」

　すると次の瞬間、グラグラと煮えたぎる血が一気に脳へ運ばれ、パンと何かが弾ける幻聴がした。

　頭の中はあっという間に真っ白になり、何も考えられなくなる。

　それだけでは終わらず、脳内を覆いつくす白い霧は、瞬く間にどす黒く、重苦しい〝謎のモノ〟へ変化していく。

　白い霧も、黒いものの正体もわからないなか、自分の心にもどす黒いモノが絡みついていることだけを、茅乃はしっかり理解した。

「っ、と。……？　あぁ、水谷おかえ……ん？」

　気づいた時にはもう三人のもとに戻っていて、体当たりする勢いで後藤の腕を掴んでいた。

　いつの間に移動したのだろうと、疑問を抱かなかったわけじゃない。だけど、記憶が曖昧すぎて思い出すにも思い出せないのだ。

　ついさっきまで見つめるしかなかった男が、自分のすぐ目の前にいる。それだけで、茅乃の黒く染まった心は弾み、ほんの少し淀みが解消されていく。

「早く、次……行きましょ」

　掴んだ腕をグイグイ引っ張る茅乃は、心の片隅で今自分がしていることが普通じゃないと気づいた。そのせいで彼の顔を見るのが怖くなり、思わず視線をそらす。だけど一度掴んだ腕を離しはしない。

　その時、ふと脳裏に、「親子じゃない」と後藤と口論した際の記憶がよみがえる。

　今の状況じゃ、本当に父親の手を煩わせる子供のわがままじゃないかと、気づきを与えられたような気がした。

　たった数分の間に、晴れやかだった心は荒み、わずかに回復したと思えば、また荒む。一向に消えない謎の感情のせいもあって、茅乃の精神はみるみる削られていく。

（……ははっ）

　心の中にいる分身が嘲笑あざわらう声を聞きながら、後藤を見ないようにさ迷わせていた視線を、自分の足元へ落とす。

　けれどその両手──綺麗にネイルを施した指は、しっかりと少し筋肉を感じる太い腕を掴んだままだった。








第三章

涙くらい拭わせて






　イベントを離脱した後、茅乃は駅前で後藤と別れ、戦利品を手に自宅マンションへ帰ってきた。

「…………」

　リビングに移動し、両手に持っていた同人誌が入ったバッグと、背負っていたリュックをカーペットの上に下ろし、そのまま自分も床に座り込む。

　いつものイベント帰りなら、すぐ部屋着に着替えて、戦利品の仕分けなどをしている頃だ。

　けれど何もやる気が起きず、つい「後でいいか」と思ってしまう。

　楽しみにしていたイベントに参戦出来た。欲しい本も漏らすことなく買えた。

　久々にオタ友にも会えて楽しいひと時を過ごし、充実した一日を過ごせたと思う。

　とは言っても、茅乃の気持ちはどこか釈然としていない。

　今日は、仕事で疲弊した心をリフレッシュするための休日だったはず。

　なのに、爽快感にはほど遠いモヤモヤした息苦しさが、彼女の胸の中に居座っていた。




「はぁ……」

　週明けの月曜日。茅乃はため息を吐きながら、肩からずり落ちた鞄の位置を直す。

　昼休憩を早めに終えた今は、取引先の会社へ向かっている途中だ。

　晴れ渡った空の下を歩いているのに、これからのことを考えているせいでズシリと重くなった心は、頭上に広がる青色のように浄化されそうにない。

「あー……着いちゃった」

　目的地のビル前で立ち止まり、無意識に外観を見上げる。たったそれだけの行動で、茅乃の両肩には、これでもかと大きな石が圧しかかった。

　そのままビルの前で突っ立っているわけにもいかず、茅乃はノロノロとビルの中へ入って行った。

「おぉ！　水谷くん、よく来たね。今日もよろしく頼むよ」

「お疲れ様です、狩野かの部長。今日も、ご意見のほどよろしくお願いいたします」

　取引先の部署へ顔を出すと、室内の奥で椅子にふんぞり返っていた小太りの男が慌てて立ち上がり、嬉々としてこちらへ近づいてきた。

　茅乃は内心冷や汗をかきながら、すぐに営業スマイルを浮かべ、自身が狩野と呼んだ男に向かい軽く頭を下げる。続けて、他の社員たちにも軽く挨拶をすれば、まばらな返事が耳に届いた。

「さあ、こっちへおいで。会議室でゆっくり話そう」

　そんな部下たちを横目に、狩野は一度廊下へ出ると、会議室を目指し一足先に歩き出す。

（あー、もう……帰りてぇ……）

　気を抜けば引きつりそうになる頬を、狩野に気づかれないように軽く叩きながら、茅乃は慌ててその後を追いかけた。




　狩野部長は、現在茅乃が任されている案件を共同で進めている、いわば仕事仲間だ。

　定期的に茅乃が彼のもとを訪れ、色々と話し合い今後のために下準備を進めている。

　それぞれの社を代表して、狩野と会議を行うのはこれで何度目だろう。

　最初は、部長職という格上の人間を相手にすることに不安を感じていたが、今となってはそんなもの空の彼方へ飛んでいった。

「水谷くん、今日は君のために美味しいどら焼きを買っておいたんだ。一緒にお茶をしようね」

「わ、わざわざお手数をおかけしてしまってすみません。それじゃあ……お話が終わった後に、いただきましょうか」

　会議室前に着いた途端、男はくるりとこちらをふり向き、ニヤニヤといやらしい笑みを浮かべる。

　それだけでは終わらず、頭のてっぺんから足先まで、こちらを舐め回すような視線にゾクリと背筋が震えた。

　許されるのなら、今すぐにでも会社へ帰りたくてしょうがない。

　イベントで感じた謎の感情を引きずっているだけなら、気分がどん底まで落ち込んだりしなかったはず。

　だけど茅乃のテンションは、今もなお底なしの暗闇へ落ち続けている。

　その原因を前にした彼女は、必死に逃げ出そうとする足を叱咤し、不自然にならない精一杯の笑顔を浮かべるしかなかった。




　豊満な胸と引き締まったくびれ、そしてスラリと伸びた脚。

　それは茅乃自身の体型でもあり、街を行き交う人たち──特に男性の瞳を惹くもの。

　その事実を、彼女は学生時代から嫌というほど身に染みて痛感していた。

　流石に三桁まではいかないものの、痴漢に遭った回数は数えるのすら億劫になるほどだった。

　電車やバスに乗るたび、下心丸出しのオヤジたちを何度警察へ突き出したか、思い出すだけで気分が沈む。

「そ、そんな誘うような恰好をしている方が悪いんだろう！」

　膝上丈の短いスカートを履いているわけでも、大胆に胸元が開いた服を着ているわけでもない。

　これまでの人生で、意図してセクシー路線の服を着た記憶は、茅乃の中にこれっぽっちもなかった。

　だけど、激高した男たちはお決まりのように同じ言葉を吐き捨てていく。

（誰がお前なんかに触って欲しいと思うかよ。バーカっ）

　以降、心の中で毒を吐き出しながら、自宅で帰りを待つ宝物たちに癒される日々が続いた。

　いっそ運転免許を取ってしまえばと考えた時期もあった。

　だが社会人となった今では、教習所に通う時間の確保が難しい。こんなことなら、大学時代に取っておくべきだったと後悔している。

　そんな茅乃は、電車通勤をやめるべく、数年前思い切って会社近くにある今のマンションに引っ越した。

　徒歩で通勤可能な範囲の物件を探すのは苦労したものの、今では毎朝通勤ラッシュに悩まされることも無くなった。

　朝から不快な思いをすることなく、昼間は仕事に没頭し、夜は癒しの空間へ帰宅する。

　茅乃は、代り映えせずとも穏やかな日々が続いていくと思い、疑おうとしなかった。




　狩野と初めて会った時から、彼の視線に含まれたいやらしさには気づいていた。

　本人はただ笑みを浮かべているだけなのかもしれない。けれど、その視線は明らかに茅乃の胸元へ向いていた。

　とりあえずの実害はない視線をいちいち気にしているようでは仕事にならないと、狩野のことをエロオヤジと認識しつつ、割り切って接していた。

　しかし、彼の行動はそれだけで納まるようなものではなかった。

「水谷くんは、いつも頑張っていて素晴らしいね。本当、尊敬するよ」

「あ、ありがとう、ございます。私もまだまだ未熟なところが多くて、毎日先輩や部長たちから勉強させてもらっています」

　励ましと称して手を握られたり、肩を叩かれることが次第に多くなった。視線の次は過剰なまでのスキンシップだ。

　最初の頃は、向こうの社員数人も話し合いに参加していた。なのに、いつからか二人きりになることが多くなった。

　理由なんてすぐに察しがつく。エロオヤジが部長の立場を利用しているに違いない。

　打ち合わせのたびに狩野の言動に悪寒と吐き気を感じつつ、茅乃は「これは仕事。これは仕事」と何度も自身を鼓舞して彼のもとへ足を運んだ。

　だが、必死に感情を抑え込むせいか、回を重ねるごとに男から放たれる薄気味悪い想いは色濃く淀んでいく。

　最初は時折視線をそらせばかわせていたのに、今では自分を見つめる視線がヘドロのようにぬめり、実体があるなら身体にまとわりついてくるんじゃないかと思えてならない。

　食事の誘いは上司の許可が無いと無理だとかわし、首元の匂いを嗅がれれば「走ってきたから汗かいてますよ！」と一定の距離を取った。

　けれど最近、この方法で逃げるのも難しくなってきた気がする。

　相手は、過去に何度もお世話になっている取引先の部長だ。

　ここで感情のまま暴言など吐いてしまえば、十中八九、上司に迷惑をかけ仕事にも多大な影響が出てしまう。それだけはどうしても避けなければいけない。

　今回のプロジェクトを成功させたいという執念に似た気持ちだけが、茅乃の精神をギリギリの所で繋ぎとめていた。

（逃げるな、逃げるな茅乃。あー、お菓子美味しい……）

　毎回お茶請けにと出される高めの菓子だけが、彼女にとって唯一の癒しとなっていた。
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　後藤とイベントに参戦した日からしばらく経った、とある平日。茅乃は一人営業部のフロアに残り仕事に没頭していた。

　次々と自分の仕事を終え帰宅していく社員たちを見送っていたら、いつの間にか残ったのは自分一人だけだった。

　今日はもう帰った方がいいと、何人か帰り際の社員たちに声をかけてもらった。

　けれど彼女は、「もう少しだから」と曖昧に返事をするだけで、その場を動かず作業に没頭する。パソコン画面から視線は離れず、キーボードを叩く指も一向に止まらない。

　気遣ってくれた同僚たちに申し訳ないと思いつつ、彼女は仕事を続ける。中途半端な状態で明日へ持ち越したくないという、自分勝手なわがままが原因だ。

　残業をすると決めたのは自分だ。だけど、一人ポツンと居残っている現実が、時間が経つにつれ茅乃の精神を追い込んでいく。

「あー、もう！　あのクソハゲ本当に許さねーっ！」

　自分以外誰もいないからと、ついこの場に居ない嫌悪対象への暴言を吐き出してしまう。

　イラ立つせいでキーボードを叩く指の勢いも次第に強くなり、心の片隅にいる冷静な自分が壊れやしないかと心配している。

　グッと歯を食いしばれば、ふと昼間の出来事が頭をよぎった。

　今日も茅乃は、会社のデスクにへばりつきたい気持ちを必死に堪え、重い足取りで狩野のもとへ向かった。

　いまだに狩野からのセクハラがやむ気配は無く、相手を怒らせない程度に状態の悪化だけは避けるよう対処している。

　感情に任せ、狩野の股間に渾身の蹴りをいれれば、現状を打破出来る希望はある。

　しかし、大胆過ぎる行動は、彼女の立場上リスクが高すぎる。せっかく頑張ってきた仕事が、一瞬にして水の泡となる可能性の方が大きい。

　茅乃なりに精一杯意思を示し、セクハラをやめて欲しいと訴えているものの、狩野は聞く耳を持たなかった。

　むしろささやかな抵抗は、狩野の男としての支配欲を刺激したらしく、最近は最初の頃より言動がエスカレートしている。

「茅乃くんは、いつもこんな営業しているのか？」

　ニヤニヤと下劣な笑みを浮かべ、必要以上に顔を近づけ、まるで愛の言葉でも囁くように男は耳元で言葉を紡ぐ。

　逃げ場を求め抵抗すれば、脂と汗が滲む気色悪い両手が、尻をスカートの上から撫でまわし、上着の上から胸を鷲掴みする。

　会議室内に自分たち以外の姿は無く、防犯カメラがあるわけでもない。

　電車通勤時代、目にしてきた痴漢たちが可愛く思えてくるほど、セクハラオヤジに会うたび茅乃の精神は毎度すり減っていった。

　必死に我慢し頑張っている自分へのご褒美にと、毎回楽しみにしていた唯一の癒しである茶菓子も、今では味がよく分からない。

「あー、もう！」

　思い出せば思い出すだけ、心の奥底から怒りが湧き上がって仕方ない。

　カッと熱くなる身体の勢いに任せ、茅乃は乱暴に椅子から立ち上がった。

　キャスター付きのそれは、ガタガタと音を立てながら移動し、背後の棚に背もたれがぶつかり止まる。

　今の行動をもし昼間にやりでもしたら、「何事だ!?」と上司から注意の声が飛んでくるはず。でも今この場に居るのは、茅乃一人だけだ。多少声を荒げたところで、誰も咎める者はいない。

「何なのよ本当、あの薄らハゲ！　首根っこ掴んで警察署に放り投げてやるー！」

　ガシガシと頭をかきむしれば、仕事の邪魔にならないようヘアゴムでまとめていた髪が無造作に引き出され、まとまりを無くしていく。

　狩野のもとへ出向くようになってすでに二か月、茅乃の心に溜め込まれた怒りは爆発寸前まで熱く膨れ上がっていた。

　しかし、ギャーギャー騒いだところで、目に入るのはパソコン画面に映し出された書類の文字。

　そこには、今日の話し合いで議題に上がった点などがまとめられている。

　これがある限り、茅乃は想いに任せた行動など出来ない。

　頭の中にあるやけに冷静な部分が、気持ちが昂った自分を、「冷静になれ」と何度も諭す。そのお陰もあってか、時間が経つにつれ騒ぐ声が小さく聞こえなくなっていった。ついでに沸騰した体内の血液もゆっくり冷めていく気がして、気づいた頃には虚しさだけが残る。

「…………」

　仕事のストレスはいつも、大好きな二次元の世界へ逃げ込んで解消している。けれど、今回のそれは趣味で発散出来るほど優しいものには思えなかった。

「何で私ばっかり嫌な思いしなきゃならないのよ！」

　この感情をどうにか発散させなければ、近いうちに自分がおかしくなってしまう。なんて本能に似た危機感を覚えた。

　熱くモヤモヤした感情を吐き出す方法を模索するように、茅乃はフロアの半分以上照明が消えている薄暗い室内を見回す。

　しばらくして目についたのは、デスクの背後にある資料がぎっしり詰め込まれた棚だ。

「──っ！」

　それを見た瞬間、茅乃は内に溜め込んでいた怒りを足先へ集中させ、そのまま勢いよく片足を振り上げた。




　数分後。薄明かりがぼんやりと灯る営業部フロアの片隅で、茅乃は足先を襲う強烈な痛みを堪えうずくまっていた。

「──っ！」

　大声を出した方が気を紛らわせられるはずだ。なのに、あまりにも痛みが強すぎるせいで思うように声が出せない。

　感情に任せ書類棚を蹴ったまでは良かった。けれど、茅乃が思っていた以上のダメージを負う結果になってしまった。

　普通に考えれば、そんなことすぐに気づくはずだ。だけど今、思考回路は怒りとストレスのせいで少々バカになっている。

　あまりの痛みに声すら上げられず、目元には薄っすら涙が浮かぶ。

　瞳からこぼれ落ちそうな雫が、痛みからのものか、己を卑下する感情からなのかさえ、今の自分にはわからない。

（何やってんだ、私）

　昂っていた感情は真っ逆さまに落ちていき、自分ではどうにも出来ない負の感情がグルグルと心の中で滞留しだす。

「何やってんだよ、水谷」

「……え？」

　そんな時、不意に聞こえた声に顔を上げると、気持ちの落下速度がほんの少し緩やかになっていく。

　一緒に同人誌イベントへ参加して以来、後藤は茅乃のことを〝水谷〟と呼び捨てるようになった。口調もかなり砕けている。

　戸惑いに揺れる瞳が、呆れ顔でため息を吐く後藤の姿をとらえた。

「なんで、ここに？」

「なんでって言われても……。残業終わって帰ろうとしたら、薄暗い部屋からデカめの物音が聞こえて。びっくりして来てみたら、お前がうずくまってたんだよ」

　驚きを隠しきれず、茅乃は大きく瞳を見開きながら首を傾げる。

　そんな自分を前にしても、彼は嫌な顔一つせず、何故この場にやってきたかを説明してくれた。

　その後、後藤に身体を支えられながら立たせてもらった。ほんの少し痛みの度合いはマシになったものの、ぶつけた足先に力を入れる動作はまだ怖いので、とてもありがたかった。

　そのまま椅子まで誘導してもらい、デスクに手をついて腰を落ち着けつつ「ありがとうございます」と言えば、「気にするな」と彼は笑ってくれる。

　何気ないやりとりにホッと息を吐いた茅乃は、不意に視界の端に一際強い光源を感じ取った。

　反射的にそっちを向けば、作りかけの書類が表示されたパソコン画面が視界に飛び込んでくる。

「あぁ！」

　たったそれだけで、自分が何故こんな時間に会社にいるのかを思い出した茅乃は、意図せず大声を発した。

「っ！　急にデカい声出すな、ビビるだろ！」

「すみませんでした！　あと、ありがとうございました。帰る途中だったのに、ご迷惑かけてすみません。後日何かお礼しますから！」

　足が痛いせいか、意識の半分以上がパソコンに向いているせいか、自分への叱責の声に対してなんとも投げやりな感謝が飛び出す。

　本当は直接目を見て、しっかりとお礼を述べたいところだが、今はもうそれどころではない。

　一応お礼は言葉にしたしと、茅乃はすぐにパソコンへ向き直り、カタカタとキーボードを叩き始める。

　もう半分以上は出来ていて、残っている部分は数値などを打ち込む作業が大半だ。

（このくらいなら、ミスらない限りそこまで遅くならない、かな？）

　早く帰りたいと気持ちが急くあまり、打ち間違いには気をつけないといけない。

　なんて思いつつ手を動かしていれば、突然自分の手元以外からカタッと物音が聞こえた。

「……ここ、座っていいか？」

「へっ？」

　続けて、真横から聞こえた自分を呼ぶ声に驚き、茅乃は反射的に手を止めて声のした方を振り向く。

　そこには、すぐ隣のデスクに手をつき、そばにある椅子の背もたれを掴んで首を傾げる後藤の姿があった。

「……？」

「お前の仕事が終わるまで……ここ、座っていいかって聞いてんの」

　思ってもみなかった状況にキョトンと呆ける茅乃を前に、彼は背もたれを掴んだまま指先でトントン叩き、もう一度口を開く。

　かみ砕かれた質問のおかげで、彼の言わんとしていることは理解出来た。けれど、質問を受けた茅乃はすぐに頷けず、今度はこちらが小首を傾げた。

「後藤さん、帰るんじゃないんですか？」

「あぁ、帰るよ。お前と一緒に」

「……は？」

　この人は一体何のために？

　そんな意味合いを隠さない茅乃の視線の先で、真顔になった後藤は躊躇なく待機理由を口にする。それを聞いた瞬間、驚くあまりつい口から普段より低く若干無機質な声が零れた。

「あの……私、後藤さんと帰る約束なんてしてませんけど」

「あぁ、してないな。でも、今俺が決めた。水谷は俺と帰りなさい」

　理解が追いつかず、わずかに震える声で新しく疑問をぶつける。すると、有無を言わさぬ笑みと一緒に命令が下される。

　そのまま後藤は、茅乃が頷いていないにも関わらず、自分の判断で隣のデスクを陣取り、自分の足元に持っていた荷物を置き直した。

「ほら、さっさと仕事片付ける」

　鞄の位置を変えた彼の手が、不意に自分の方へ伸びてくる。声と一緒にその動作を認識した途端、髪が乱れた後頭部を掴まれ、強制的にパソコン画面へ視線を戻される。

　勢いよく顔の向きが変わったせいで、「うげっ！」と女性らしからぬうめき声が出たのは仕方ない。

「ふはっ！　お前、なんて声出してんだよ」

「わ、笑わないでください！」

　間髪入れずに、隣から楽しそうな笑い声が響く。どうやらうめき声がツボに入ったらしく、しばらくの間彼の笑いがやむ気配はなかった。




　茅乃が作業を再開してから十五分が過ぎた頃。相変わらず薄暗いフロアには、カタカタと規則的な書類を作成する音だけが響く。

「…………」

　手の動きは止めず、彼女はパソコン画面から数秒視線を外し隣を盗み見た。

　そこにいるのは、デスクに頬杖をつき、作業の終了を待ち続ける他部署の先輩。

（何で、突然一緒に帰るなんて……）

　慌てて視線を戻し、残りわずかとなった作業に意識の大半を集中させながら、頭の片隅で疑問の答えを探す。

　とは言っても、意識の半分以上は書類に向いているし、残ったうち何割かはまだ地味に痛む足を気にしている。

　そんな状態で悩んだところで無意味だとすぐに悟った。答えを知る人間は、今自分の隣にいる彼だけなのだ。

「後藤さん、一個、質問いいですか？」

「どうぞ」

　痛みを紛らわしたい気持ちもあって、作業を継続しながら彼女の口からは自然と言葉が零れた。

　突然の質問を拒否されなかったと安堵しつつ、茅乃はうながされる声に甘えて言葉を紡ぐ。

「どうして……一緒に帰ろうとしてるんですか？　私なら一人でも全然平気ですよ、家、割と近くなんで」

　疑問を口にしながらも、少しでも早く作業を終わらせたくて、視線は真っ直ぐ前を見つめたまま、作り終えた書類データの保存、続けてパソコンのシャットダウン作業に取りかかる。

　後は自然と電源が切れるのを待つだけになった頃、画面から視線を外し、ふと窓を見れば外がかなり暗くなっているのがわかった。

　会社から自宅までの道のりは、平日でも割と人通りや街頭の数も多い。

　残業後一人で帰宅するなど、茅乃にとっては慣れっこだ。わざわざ後藤の手を煩わせることもない。

　こんなふうに思うなら、もっと早い段階で彼を帰らせるべきだった。後悔を胸に抱きながら、窓の外へ向けていた視線をデスクに乗せていた手の甲へ戻す。

「俺が、水谷と帰りたいから」

　その途中、すぐそばで聞こえた低音は、不思議と耳にまとわりついた。




　無事に残業を終えてから十数分。二人は会社のすぐそばにある公園内にあるベンチに腰かけていた。

　昼休憩の際、茅乃は千優と時々一緒にここでランチを食べることがある。だけど、夜の公園を訪れたのは初めてで、昼間とは違った景色が視界に広がっている。

「ほら、湿布。腫れたり、痛みがヤバかったら病院行くんだぞ」

「……はい。あ、あのっ！　これいくら……」

「いいよ金なんて。素直にもらっとけ。本当は、早めに貼った方がいいんだろうけど……ストッキングの上からじゃダメだしな」

　差し出されたドラッグストアのビニール袋を目にし、茅乃は慌ててかたわらに置いた鞄に手を伸ばす。

　けれど、彼女の声も動きも、白い歯を見せにこやかに笑う後藤の言葉に遮られてしまった。
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　──俺が、水谷と帰りたいから。

　と後藤が理由を口にした十数分前に時間はさかのぼる。

「……はい？」

　自分から問いかけた質問に返ってきた答えを聞いた茅乃は、理解が追いつかず、追いついたとしても疑問しか浮かばない声に、思わず怪訝な表情を浮かべてしまう。

（後藤さんが、私と帰りたい？　本気で言ってるのか？　この人）

　グルグルと様々な思考が渦巻く頭を一生懸命働かせたものの、納得する答えは出てこなかった。

　学生時代からオタクの自覚を持ち、彼女は青春のすべてを二次元に捧げてきた。

　それは今も変わらず、一般の友人や同僚たちと適度な関係を保つ一方、己の心を向ける一番の相手はアニメや漫画のキャラばかり。

　寂しすぎると評される人生かもしれない。けれどその評価は、「けっ！　リア充爆発しろ」な捻くれた思考、精神を持つ茅乃には一切届かない言葉だ。

　そんな二次元へ猪突猛進の人生を送ってきた彼女に、当然恋人なんて居たことがなかった。

　もちろん、「一緒に帰りたい」なんて言葉をかけられたことも、だ。

「…………」

　こういう場合、なんと言葉を返せば良いのだろう。

　自分がリア充と少しばかり嫌悪する女性たちが言いそうな言葉を想像してみる。

　だけど、考えれば考えるだけ、こめかみのあたりがズキズキ痛むだけだった。

　その間、後藤を見つめる茅乃の顔は考えごとをするせいで真顔だった。なのに、足の痛みと混乱する思考のせいで、みるみる表情が険しくなっていく。

「……水谷。今お前が思っていることを、そのまま正直に言ってみろ」

　シンと静まり返った空間に、前触れなく後藤の声が響く。

「後藤さんって、バカなんですか？　うぐっ！」

　促す言葉に素直に口を開いた所、これまで真顔だった彼の顔が瞬く間に変化し、茅乃はすぐに自分に向けられた怒りを察した。

　見ているこちらが薄っすら恐怖を抱くほど、彼はにこやかな笑みを口元に浮かべる。

　かと思えば、その手は勢いよく宙を舞い、茅乃の頭部をペシリと叩いた。もう何度目かわからない平手打ちに、思わずくぐもった声が漏れる。

（だって……バカだと思うじゃない。私なんかと帰りたがるなんて……本当に、バカ）

　叩かれた頭部を両手で押さえ、二撃目からガードしつつ、痛みに悶える茅乃は再び頭を悩ませる。

　そんな茅乃の頬は薄っすら赤らんで火照り、熱を持ち始める。

　そして胸の奥に、今の自分じゃ上手く言い表せない感情が根付き始めた。

　その身に起きた二つの出来事に気づき、理解する。一見すれば簡単なそれらは、余裕ゼロな彼女には難しい問題だった。

　ワザとゆっくり帰り支度をしつつ、「さっさと帰らないかな」と心の中で念を送ってみた。

　結果を言えば、茅乃の行動は何の意味もなさなかった。

　ゆっくり支度をする真意に気づいているのか否か、後藤は終始デスクから動こうとせず、彼がようやく椅子から立ち上がったのは、茅乃がすべてを終わらせた後。

　流石にこのままここで一晩明かすわけにもいかないと、まだ痛みが残る脚を引きずりながら、普段よりゆっくり歩き始める。

　すると、後藤はすぐに歩調を合わせて横についてくれ、「なぁ」と声をかけてきた。

「足、まだ痛むのか？　ほら、俺の腕に掴まれ。寄りかかっていいから、出来るだけ体重かけろ」

　気づかれないように、出来るだけ引きずる動きは最小限にした。つもりだったのかもしれないと、つい心の中で盛大なため息を吐いてしまう。

　大丈夫だからと、ピッタリ横について腕を差し出してくる彼に向けて何度も首を横に振る。

　だけど、茅乃の反応を見た後藤は一歩も引かず「頼れるもんは頼れ。少しは甘えろ」と、ほとんど強制的に彼女の腕を取って自分のそれに絡めさせる。

　スーツ越しに自分とは違う体温を感じ、無性に恥ずかしくなった茅乃は、絡められた腕を振りほどこうとしたり、反対の手で彼の腕を叩いて「大丈夫だって！」と半分強がってみせた。

　なのに、言葉は信じてもらえず、結果先に白旗を上げたのは茅乃の方だった。

　体重を預けていいと言われたため、半ば自棄になって後藤の腕に両腕を絡め、まるで恋人に寄り添うように歩き会社を出た。すると突然、後藤が「少し公園に寄りたい」と言い出し、現在に至る。

　促されるままベンチに座った途端「少しそこで待ってろよ」と言って後藤は一旦その場を離れ、数分間放置状態だった。

　戻ってきた彼が手にしていたのは、近くにあるドラッグストアのレジ袋。

　中には買ったばかりの湿布と固定用包帯、ネットが入っていた。

（流石、お父さんというべきか。……いや、それにしたって、過保護すぎでしょ）

　後で貼れと言ったくせに、後輩のヒールを脱がせ、今からでも湿布薬を貼れないかと試行錯誤を始める。

　そんな彼の姿をぼんやり眺めていれば、急に胸元がむず痒くなった。

　何故この人は、こんなにも自分に優しくしてくれるのだろう。

　その理由を問いかけたいと思いながら、何故か喉元まで出かかった声がかき消えていく。

　何度くり返しても結果は同じ。そしてその度、胸のむず痒さは増していく。

　誰もが友人のためにここまでするものだろうか。頭の中に浮かんだ疑問に、脳内にいる小さな分身が首を横に振った。

　全員が全員、後藤のような人間ばかりではないのだ。可能性は極めて低いだろう。

（それじゃあ、私だったら？）

　脳裏を過る問いに、茅乃は改めて足元に跪く男を見遣る。

　──もしも今、自分たちの立場が真逆だったら。

　そんな〝ＩＦ〟の世界を想像していれば、無意識に口元の筋肉が緩んだ。

　きっと自分は、どんな状況に陥っていたとしても、このお人好し男を放っておくことは出来ないのだ。

「遠慮なんかしてないで、もっと体重かけろって。何度言わせれば気が済むんだ」

「こ、これでも十分寄りかかってますから！」

「もっとだ、もっと寄りかかれ」

「無理ですってーっ！」

　公園でしばし休憩をとった二人は、また一緒に夜道を歩き始めた。

　終始言い合いを続けるせいで、時折自分たちへ向けられる周りの視線には気づいていない。

　後藤が買って来た湿布は、結局まだ未開封のまま彼が持つレジ袋の中に入っている。

　ストッキングを脱ぐ選択肢を回避したせいで、その上から湿布を貼ろうとする彼を、必死に止めた結果でもある。

　もっと寄りかかって良い。しっかり腕を掴めと、後藤は何度も茅乃へ声をかけた。

　それらすべてが、彼なりの厚意だと理解しつつ、何故か羞恥心が先立ってしまい素直になれない。

　そんな反応しか返せなくても、後藤が途中で放り出す様子はない。

　少しばかり辺りを見回して「お前、家どっちなんだ？」なんて聞いてくるあたりから察するに、このままマンションまで送ってくれるのだろう。

　会社を出てすぐ、彼はタクシーをつかまえようとしていた。だけど、茅乃がすぐにそれを拒否した。

　理由はこのうえなく単純で、ただ単に金が勿体ないと思ったからだ。歩いて帰れる距離を、わざわざタクシー移動なんてバカげている。

　そんな茅乃の言葉を聞き、自分が金を出すと後藤は言った。その返答には、なおさら頷こうなんて考えられない。

　ただでさえ、多大なる迷惑をかけているのに、これ以上彼から厚意をもらうなんてあり得ないと思った。

　本当は、足を引きずりながらでも、一人で帰宅するつもりでいた。だけど今度は、後藤がその行為を良しとしない。

　互いの妥協点を探り合った結果、今の状況になっているのだと、茅乃は改めて認識した。

（どうしよう……こういう時って、お茶とか御馳走した方がいいわけ？　いや、でも……やっぱりすぐ帰りたいだろうし、お礼はまた後日……）

「なぁ、水谷」

「……？　はい？」

　速度を落としながら、こちらの足を気遣い歩く後藤の隣で、茅乃はぼんやりと家に着いた後の対応について考え込む。

　そんな時、不意に聞こえた声に顔を上げれば、自分を見つめる彼と目が合った。

「何があった？」

「……はひ？」

　そして、間髪入れず続く言葉にわずかだが理解速度が追いつかず、なんとも間抜けな声が口から飛び出す。

　いつもならここで、「なんだその返事」なんて人を小バカにした笑い声が返ってくるはずだ。

　そんな場違いな思考が、ぼんやりと頭の片隅に浮かぶ。なのに、いつまで経ってもそんな音は聞こえてこない。

「嫌な思いって何だよ。何を……悩んでる？」

　かわりに聞こえてきたのは、聞いているこちらが胸を押さえたくなるような悲痛さが滲む声。

　その瞬間、背筋に悪寒が走り、ドクンと心臓が強く脈打った。

「……？　何も悩んでないですよ。後藤さんったら、何を言って……」

「何も悩んでない奴が、足痛めてまで書類棚蹴るわけないだろう。そんな……思いつめた泣きそうな顔、するわけないだろ？」

　茅乃は必死に平静を装うと頑張った。けれど努力も空しく、その声は途中で遮られてしまう。

　そして、不意に目元にわずかなぬくもりを感じ、グイっとそこを優しくこすられる感覚に気づく。それが目の前にいる後藤の太い親指と理解するまで少し時間がかかってしまった。

　自分に向けられた彼の行動は、まるで出てもいない涙を拭うような仕草だ。

（なんだ……見られてたのか）

　もしかしたら、茅乃が考えているよりもずっと前から、後藤は彼女の奇行を見ていたのかもしれない。

　その可能性に気付き、すべてを悟った瞬間、荒れ果てていた心は不思議と凪ぎ、憑き物が取れたような感覚を味わう。

　一歩、また一歩と、遅すぎる歩みはいつの間にか止まり、目元から零れた本物の雫が、いまだ顔に触れている太い指と頬を濡らす。

　そのことに気づかないまま、茅乃はただ真っ直ぐ、痛ましげな表情を浮かべる男を見上げた。

　自分に起きたことじゃないのに、後藤はひどく心を痛めている。それは、彼の表情を見れば一目瞭然だった。

　どうしてそこまで、と疑問を抱くと同時に、嬉しいと思ってしまう自分に気づいた。

　茅乃は、そんな心の機微に理由を求めて、無意識に右手を少しだけ動かし何もない空間へ数センチだけ伸ばす。けれどつかみ取れるのは、何色にも染まらない空気だけだった。

　立ち止まったままだと通行人の邪魔になることに気づいた茅乃は、一度止めた歩みを再開するよう後藤を促した。

　そのまま隣を歩くぬくもりに身体を預け、のそのそと自宅を目指し前進する。

　互いに口を開かず無言で歩くせいか、静寂が周囲を包み込んでいた。

　だけどその静けさは、全然不快じゃない。心地良いかと聞かれたら、正直答えに悩む。なんてことを考えてしまう。

　気分が完全に落ち着いたわけでもなく、茅乃はちらりと視線を上げ、隣を歩く後藤の顔を盗み見る。

　真っ直ぐただ前だけを見つめ歩く横顔を瞳がとらえる。そこから彼の感情を読み取れれば、少しは気持ちが落ち着いてくれるのか。

　不安定に揺れ動く想いに引きずられてか、ついさっき目にした悲しみに歪む後藤の顔を何度も思い出す。そのせいで、少し落ち着いたはずの心臓がまた騒ぎ出した。

（相談、してもいい、かな？　でも……あんまり聞いてて気分のいい話じゃないし）

　狩野の件を話すべきか否か、差し出された手を掴むべきか、茅乃はしばし悩む。

　だけど、無限にループする問いの答えはそう簡単には見つからない。

「……じつ、は」

　どう行動することが一番か、誰もが納得する正解を探し求めていた。はずなのに、数分無言だった茅乃の口は気づくと勝手に開いていて、次から次へ言葉を紡いでいく。

　そして、まるで独り言でも呟くように、ポツリポツリと、これまで受けてきたセクハラの数々を、茅乃は後藤に打ち明けていた。

　返答らしき声も、相槌すらも返ってこない。それでも、一度開いた口は勢いよくお喋りを続ける。

　面白みなんて一切無い、ただ不快なだけの話題を耳にして、彼は今、どんな顔をしているのだろう。

　それを知るのが怖くて、俯いた視線は、規則的に動く足をただ見つめるしか出来なかった。

「あの薄らハゲ、いつか絶対ギャフンと言わせてやるんだから！」

　すべてを話し終える頃には、心の奥底にしまい込んでいたはずの怒りが爆発していた。茅乃の口調は、すっかり荒々しく感情的になっている。

　最早相談というより、一方的に溜め込んだ愚痴を吐き出していると言った方が正しい光景だ。

　自分に起きたことを誰かに説明するには、記憶を引っ張り出し整理しつつ話さなければいけない。

　楽しい記憶なら問題ない。けれど今回は、楽しさから遠くかけ離れたものだ。

　そんな記憶の中にある音や映像が、茅乃の腹の中を、心の底を一際熱くさせる。

「すみません、変なこと愚痴っちゃって」

　苦笑交じりの謝罪をした彼女は、昂った気持ちを抑えるため数回深呼吸をくり返した。

　これで、少しでも溜まった熱が逃げてくれればいい。なんて願いもむなしく、あまり効果はなさそうだ。

　最後に大きく息を吐き出し、そのままゆっくり顔を上げる。

　途中、瞳に静まり返った夜道が映る。

　そこは、自宅のあるマンションと会社を行き来するために、茅乃が毎日通る見慣れた道だ。

　大通りから一本脇道にそれているせいか、所々住宅や街頭の灯りはあるものの人通りは少ない。

　いつもなら、一人で歩くには恐怖を感じて足早に通り過ぎる場所だ。

　なのに、不思議と今日はそれがない。理由はおおよそ見当がついていた。

（今日は、後藤さんに助けられてばかりだな）

　小さくため息を吐きながら、いまだジンジンと痛みが残る足へ視線を落とす。

　もしも今、隣にあるぬくもりが消えてしまったら、一体自分はどうなってしまうのだろう。

　ふと頭の中を過ぎった突拍子もない想像に、思わず噴き出しそうになるのを我慢する。

　だけど口元に一瞬それた意識は、想像の代償として背筋に走る悪寒とじわじわと体内から熱を奪わっていく恐怖にかき消され、茅乃は身体を無意識に強張らせた。

　底知れぬ黒に吸い込まれるのが怖くて、「離れたくない、離れてはいけない」と、後藤の腕に絡めた両腕に力をこめる。

　そんな時、不意に隣を歩く気配が止まったことに気づいて、慌てて足を止めた。

「ご、とう……さん？」

　何かあったのかと思って、恐る恐る顔を上げる。

　すると、自分を見下ろす後藤の顔が視界に飛び込み、驚きのあまり数秒息をのんだ。

　普段見せる温厚さも、呆れもない、一切の感情をそぎ落とした視線に射貫かれる。

（ど、どうしたっていうんだ。……っていうか、怒ってない？　激オコじゃね!?）

　一瞬、何が起きているのかわからなかった。けれど、ドクドクと脈打つ心臓が脳へ警鐘を鳴らす。目の前にいる人物が今、激しい怒りを露わにしていると教えてくれた。

「水谷」

「は、はいっ！」

　茅乃は咄嗟に絡めていた腕を離し、返事と共に背筋をピンと伸ばした。

　頭をフル回転させながら、これまでの発言を必死に思い返す。一体、どの言葉が彼の逆鱗に触れたのかと、彼女は酷く混乱した。

「どうして……っ、どうして今までずっと我慢してた！」

　街灯に照らされ鋭くなる眼光は、まさに猛禽類のそれと同じ。本能的な恐怖を感じ、茅乃は思わず目を瞑る。

　ほぼ同時に、自分より大きな手に両肩を掴まれ、怒号の雨が降り注ぐ。鋭い口調に反して、彼が口にした内容は、茅乃の予想を裏切るものだった。

「……え？」

　叱責が飛んでくるとばかり思っていたせいか、自分を心配する言葉を聞けば、一瞬で身体から力が抜け、なんとも間抜けな声が飛び出す。

　ゆっくり目を見開くと、猛禽類を憑依させているんじゃと勘違いしそうになる彼の姿は無かった。

　今見えているのは、小さな小石でも放れば決壊しそうなほど、左右の瞳を震わせる後藤の姿だけだ。

　その振動は彼の全身へ伝わっているようで、両肩に置かれた手のひらが、弱々しく震えていた。

　見ているこちらが泣きそうになるほど、痛々しい表情を浮かべながら、彼はじっとこちらを見つめる。

　──またやってしまった。

　お人よしで心優しい後藤に、こんな顔をさせてばかりの自分が心底嫌になる。

　腹立たしさにはらわたが煮えくり返り、目頭がジンと熱くなる。

「今すぐお前のところの部長に相談しろ！　そうすればすぐにっ」

　気づけば彼の手の震えは止まったようで、今はただ力強く茅乃の肩を揺さぶっていた。

　前後の激しい揺れと同調して、荒々しい語気ごきが耳に届く。

　熱く、どこまでも真っ直ぐな想いを感じながら、スッと両目を伏せる。

「……それは、出来ません」

　そして、一度唇をギュッと噛みしめ、力なく首を横に振った。




　狩野の件について、上司や同僚、この際誰でもいいから相談する。

　それは茅乃自身、一番最初に考えた選択肢だった。

　すべてを吐き出せば、きっと壊れかけた心は救われるに違いない。

　目の前に突如現れた逃げ道は、その時の彼女にとって、この上なく甘い誘惑だった。

　けれど、月日が経った今でも、茅乃は一人で嫌悪に塗れた感情を抱え込んでいる。

　理由は、仕事への影響が怖かったから。

　そして──もう一つ。

「部長に、相談して。……噂になったら困る、ので」

　震える唇を懸命に動かし紡いだ言葉は、徐々に小さくなり暗闇の中へ消えていく。

　後藤が望む返答は、きっとこんなものじゃない。

　わかっていながら、何故自分は正直な声を発したのだろう。

　そんな小難しい疑問ばかりが頭の中に浮かんでは消えてをくり返す。

　その中で、一つも正解へたどり着かない自分の思考と意識が、どこか他人事のように不思議でしょうがなかった。

　まるで、荒波にもまれる小舟の上にたたずんでいるような感覚を覚えながら、軽い目眩を感じ、誤魔化すようにまた首を振る。

　その間も、頭上から感じる視線、そして肩を掴む手は離れてくれない。

　心の弱さも、何もかも、水谷茅乃を作り出すものモノすべてを見透かしているんじゃないか。

　そんな後藤の瞳を、再び見つめるなんて出来ず、一度伏せた瞳は足元ばかりを映し出す。

　その時、ふと、視界の端に物体の影をとらえた。近くにある街頭の明かりに薄っすら照らされたそれは、男物の鞄だ。

　いつの間に落としたのだろう。小首を傾げながら、茅乃は道端に倒れる後藤のものらしき鞄を見つめる。

「……っ、噂が何だって言うんだ！　水谷は何も悪さなんてしてない。だったら、堂々と胸張ってればいいだろ！」

　あきらかな苛立ちを含む声が頭上から聞こえ、灰色に染まりきった茅乃の心に小さな炎が灯る。

「……っ！」

　反射的に下を向いていた視線ごと顔を上げれば、目元に怒りを滲ませる後藤の姿が目についた。

　まさか自分が怒られているのかと咄嗟に勘違いした茅乃は、慌てて逃げるように視線をそらすため、目元へ意識を向ける。けれど、思うように身体は動かない。

　全身にまとわりつく熱い視線が、身体の自由を奪っているんじゃないかと思えてしょうがない。

　茅乃は瞳をわずかに震わせながら、戸惑うまま自分を見つめる男を見つめ返す。

「このままお前が黙って耐えたところで、何も変わらない。お前が……辛い思いをするだけなんだぞ！」

　彼の口から掠れた声が零れ落ちる。それは、どこまでも真っ直ぐな正論だった。

　そして、怒りに染まっていた瞳は、次第に不安定に揺れ出し何かに怯える。

　怒り、戸惑い、悲しみ、怯え。営業部フロアで言葉を交わしてから、一体何度彼の感情が変化する所を見ただろう。

　茅乃が気付くたび、後藤はコロコロと忙しなく表情を変えている。

　その姿はまるで、感情のコントロールを鈍らせた茅乃の代わりをしているように見えた。

（あぁ、もう。何でこの人は……）

　動きが鈍っていた右腕を上げ、そっと自分を見つめる男の頬に指先を這わす。

　すると、こちらの行動に驚いたのか、ビクンと目の前の身体が一瞬震えた。

　熱い炎を灯しながらも怯えていた瞳は、次第に困惑の色を濃くしていく。

　同時に、身体中を這うような視線も消えていった。

　それでも茅乃は、変わらず瞳に彼の姿を映す。

「…………」

　時折、どちらのともわからない小さな吐息が聞こえる。

　意識しなければ気づかない小さな音は、茅乃の中にある何かを震わせる。

　指先に次いで手のひらをペタリと押し当て、そのまま後藤の頬を数秒包み込んでいく。

　感情の昂りで興奮し熱くなったそれは、ひんやりとした茅乃の手には丁度良い。肌の表面から吸い取った熱のお陰で、冷えていた指先にゆっくり血が通うのがわかる。

　そこに一瞬意識を向けながら、名残惜しさを感じつつ、彼女は右腕を下ろした。

「……別に、私がどうこう言われるのは全然構わないんです」

　途中、小さく息を吐き呼吸を落ち着かせると、茅乃はまた自分の意思を口にする。

　何がどう作用したのかはわからない。それでも、妙に頭の中がスッキリして、気持ちはこれまでで一番落ち着いていた。

　怒りという過剰な感情を目の当たりにし、マイナス思考に囚われていた心が均衡を保とうとしているのだろうか。

「実際、似たようなことが昔あったんですよ。取引先に色仕掛けで迫って成績もぎ取った……なんて、濡れ衣着せられたり」

　茅乃は数秒だけ夜空を見上げ、新人だった頃の出来事をふり返り言葉にしていく。

　まだ入社したての頃、割と大きな案件を先輩と二人で任されたことがある。

　わからないことだらけの中、結果を残そうと茅乃は必死に喰らいついていた。

　案件に取りかかって一か月くらい経った頃、まったく身に覚えのない噂話を偶然耳にした。初めて聞いた時は、困惑と同時に感じた怒りは凄まじかった。ということを、今でもよく覚えている。

「……は？　何だよそれ」

　話の途中、頭上から降り注ぐ低音に視線を戻せば、ようやく落ち着いたはずの炎が、再び後藤の瞳の奥で揺らいでいた。

　加えて、いまだに両肩を掴む大きな手の力が若干強くなった気がする。

「で、でもちゃんと疑いは晴らせましたよ！」

「本当か？」

「本当です！　それに……枕営業してたのって、当時私の教育担当だった人なんですけど。正直、部内の評判も悪かったんで……他の先輩たちに協力してもらって、余罪とか諸々証拠揃えて辞めさせました」

　これ以上彼を刺激してはいけない。頭の中に響く本能の声に従い、茅乃は咄嗟に声を張り、当時の状況をまくし立てながら語った。

　そのまま、最後にグッと親指を立て、口角をわずかに上げながら相手の様子をうかがう。

　すると、後藤の表情は次第に落ち着きを取り戻し、最後にホッと安堵の息を吐いた。

　茅乃自身、当時は濡れ衣を着せられたことに対する怒りが先走り、日頃の鬱憤うっぷんも溜まっていたせいもあって、それほど自分の身に起きたことに対する悲観はなかった。

　今回の件も、感情を数値化すれば、あの男に対する怒りが大半を占めている。

「だから、今回のことも……変な噂が立つくらい、どうってこと無いんです。ただ……」

　いつの間にか、親指を掲げていたはずの手は、力なく腰の横あたりで揺れていた。

　後藤の怒りを鎮めようと必死に張った声も、だんだんと小さくなっていく。

　真っ直ぐ彼を見つめていた視線まで、少しずつ下降する始末だ。

「噂になったら……遅かれ早かれ、社内に広まります。そしたら……千優に、知られちゃう！」

　しばしの沈黙を経て、震える唇で茅乃が発したのは、彼女が友人と呼べる数少ない社員の名前。

　その声は耳から脳へ伝わり、記憶の中で笑う千優の映像を、茅乃の脳裏にはっきりと映し出した。




　思い出すのは、彼女に初めてＢＬ漫画を貸した時のこと。

『茅乃。これ……この前貸してもらった漫画、読んだ』

『お、どうだった？　面白かったでしょ!?』

　千優は、茅乃が腐女子だと知っても、態度を変えることなく接してくれる貴重な存在だった。

『えっと、何ていうか……恥ずかしかった』

『恥ずかしい、かな？　あんまりエロくないの貸したんだけど……』

『エ、エロとかそういうのじゃなくて。他人の恋愛覗き見てる、みたいな感じが、なんか……』

『えっ!?　ＢＬ漫画は……まぁ、今回初だとしても。千優、今まで少女漫画とか、読んだことある？』

『いや、漫画自体……あんま読んだことない、かも。読んでる時間とか、無かったし……』

　そして、腐女子やオタク趣味への理解を抜きにしても、茅乃の中で、千優という存在は、他の皆と違うモノになった。

　出会ってからまだ数か月だ。それでも、二人の間で繋がる確かな糸を汚したくないと強く思う自分がいるのは確かだった。

「千優には知られたくないのっ！　こんなこと知ったら、あの子絶対怒るもの。下手したら、あいつの所に乗り込むかもしれない。あの子だけは……あの子だけは、巻き込みたくないの！」

　人気の無い夜道に、茅乃の悲痛な声が響く。

　これまで何度も目撃してきたのだ。社内で困っている人々に、千優が優しく手を差し伸べる姿を。

　──心優しい友人が、もしも今回の件を知ったら。

　その先を考えるだけで、暗闇に覆われた心が悲鳴を上げる。

　ジンと熱くなる目頭、そしてわずかに潤む視界。一度は平静を取り戻した心のバランスが、再び大きく崩れだす。

「本当は……こんなこと、言いたくなかった。後藤さんにだって……知られたく、なかった」

　無数にひび割れ、ボロボロと崩れ落ちる茅乃の心は、小さな雫へ姿を変える。

　一粒も零さぬよう目元に力をこめ頑張ってみたものの、堪えきれなかったモノが、ポロリ、ポロリと転がり落ちていく。




　──柳千優。

　──後藤悠介。




　セクハラの件を誰かに相談しようかと思い悩んだ時、候補者リストから茅乃は真っ先に二人の名を消した。

　しかし今、自分の目の前にそのうちの一人がいる。

　どうして隠し通せなかったのだろう。どうして、伝えてしまったのだろう。

　自分以上に歪む悲痛な表情を前に、崩れかけの心に鋭いナイフが突き刺さった。

　涙も拭かず、呆然とたたずんでいれば、不意に茅乃の身体がグラリと揺れる。

「ひゃっ！」

　驚くあまり小さな悲鳴を上げ、このまま倒れるのかと本能で悟った次の瞬間、襲ってくるはずの衝撃にそなえ反射的に目を瞑った。

　けれど彼女を待っていたのは、地面へぶつかる衝撃ではなく、優しくあたたかなぬくもりだ。

　額や頬を、硬くあたたかい何かに押しつけられる感覚。そして、背中に回された太い何かによって、自分より一回り以上大きなモノへ全身をグイグイと押しつけられる。

「俺は……」

　訳がわからず目を瞬しばたたかせていると、頭上からよく知った声が降り注いだ。

「俺は一介の平社員だから、お前を泣かせたおっさんをどうにかする力は無い。それに……いくら俺が足掻いたところで、出来ることなんてたかが知れてる」

　これまでよりもずっと近くから声が聞こえる。これまでより大きなぬくもりを感じる。

　混乱する中で、茅乃は次第に己の状況を少しずつ理解し始めた。

　きっと今、自分は後藤の腕の中にいるということを。

「俺じゃ……水谷を助けることは出来ない」

「……っ」

　震え混じりの声が聞こえ、無意識に肩が跳ねた。すると、掻き抱くように力強かった拘束が緩んでいく。

　何故、どうして、訳がわからないまま増え続ける疑問が脳内で踊り出す。

　戸惑いが消えないなか、現状を把握したい一心で、茅乃は恐る恐る後藤の顔を見上げる。

　その途中、頭の中で繰り広げられる疑問符のショータイムを止めたのは、またしても彼の言葉だった。

「だけど……一緒に悩んで、解決策を探すくらいは出来る」

　耳に届いた声に、驚きのあまり大きく瞳を見開く。その視線の先には、こちらを見つめる優しくて強い後藤がいた。

「っ……お人好し、過ぎるでしょ。ほんと……バカっ」

　数秒と経たず、これまで必死に我慢していたものが溢れ出していく。

　泣き顔を見られまいと、茅乃は慌てて後藤の胸へ額を押しつけた。

　自然と震える己の声が耳につき、泣いているにも関わらず、不思議とどこか嬉しそうなそれに、心の奥がきゅんと疼いてしまう。

　両手を上げ彼の上着──胸元辺りを掴めば、一際身体があたたかくなった。

「……クスっ。あぁ、昔からよく言われる」

　次いで聞こえてきたのは、怒りでも呆れでもない、耳をくすぐる小さな笑い声。

「……茅乃」

「……？」

　優しく、どこか慈しむような声に導かれ顔を上げる。

　これまでずっと〝水谷〟と茅乃を呼んでいた。なのに今の声は、聴き間違いじゃなければ下の名前を呼ばれたはず。

　ほんの少しの躊躇いの間は、何か彼の中で思うことがあったからだろうか。

　突然変わった呼び方に驚いたけれど、不思議と嫌じゃなかった。

　ほんのり熱をもつ頬に当たる夜風の心地よさに、茅乃は思わず目を細めた。

「もう、泣かなくていい」

「……ぁ」

　いつもと同じ、否、いつも以上に優しい彼の声が、一瞬だけ彼方へ向けた意識を引き戻す。

　互いの瞳が相手の姿をとらえるのと同時に、二人は唇を重ねた。

　いつ、誰が通るかわからない道の片隅で、後藤と茅乃は身を寄せ合う。

　邪魔者が入る隙間などないほど、相手の身体を掻き抱きながら。








第四章

お互いの呼び方と一足早い自覚






　自分の身に起きていることや、心の中に押し込めていた気持ち。

　それらすべてを今まで必死に隠し続けてきた壁は、度重なる偶然によってあっけなく崩れ落ちていく。

　そして剥き出しになった心を真綿のように包んでくれたのは、最近出来た趣味友達な会社の先輩──後藤悠介。

　彼はどこまでも優しく、時に力強く、茅乃の身を、心を抱きしめてくれた。

　セクハラの一件を吐露した夜。心に溜まった膿を吐き出せたお陰か、久しぶりにぐっすり眠ることが出来た。

　翌朝、ベッドの上で身体を起こせば、いつもより軽い気がする。

　ここ最近は、ベッドから出たくない、仕事に行きたくないと、連日軽い鬱うつ状態だった。

　きっと、心につられて身体の動きも鈍くなっていたんだと、頭の中で結論を導く。

（やっぱ、睡眠って大事だよなー）

　二十代後半にして睡眠の大切さを知った自分に、思わず噴き出しそうになった。

　しかし、ここで笑い転げているわけにはいかない。

　せっかく気分よく起きられたのだ。会社へ行く準備をさっさと済ませ、一本くらい未視聴のアニメでも消化して、気分を上げて出社しようと茅乃は一人意気込む。

　まずは朝の身支度をするため両脚をベッドから下ろした。そして足先に向いていた視線を上げれば、部屋の片隅に置かれた姿見が目につく。

　着替えや身支度の時に重宝している鏡に映るのは、可愛げも無いジャージ姿の自分だ。

（あ、やっべー、目赤い、じゃ……）

　鏡の中でボケっとだらしない表情を浮かべる女を認識し、数秒ボーっと眺めていれば、目元の異変に気づく。そして、また時間が経たないうちに、茅乃の脳裏には昨夜の記憶が蘇った。

　鮮明な声が次々と頭の中に響き、身体をすっぽり包んだ大きなぬくもりや、初めて経験した口づけまで、やけにはっきりと思い出してしまった。

「っ、うわああぁ！」

　カッと全身を巡る血液が沸騰し、風邪など引いていないのに身体が火照りだす。そんな中、昨夜の記憶に対する感情処理に必死なあまり、頬と耳が一際熱くなっていることに茅乃は気づいてすらいない。

　彼女の意識は、口先、唇の一点に集中し、羞恥の業火にその身を焦がす。

　視界にチラつく記憶という名の映像を消したい。その一心で、大声を上げながら、そばにあった枕を無造作につかむと、それを勢いよく姿見に向かって投げつけた。

　すると、焦るあまり目測を見誤ったようで、放り投げたそれは、姿見の真横に飾られたアニメイラストのタペストリーへ直撃する。

「ギャアア、レナード様ごめんなさいーっ！」

　最近熱を上げているキャラへの無礼に、さっきまでと違う悲鳴が室内に木霊する。

　羞恥のあまり火照っていたはずの身体から一気に熱を奪われ、赤く染まっていた茅乃の顔は、自身の失態に落ち込みみるみる青ざめていった。

　爽やかな目覚めに心が弾んだはずなのに、それは自身の不注意が原因で五分と経たずに終了した。

　それからは、これまでとは違う心の淀みを感じるばかり。

　重い身体をどうにか動かしながら身支度をし、両脚をズリズリ引きずりながら出社する。

　それに加え仕事の進みまで普段より遅くなる始末だ。

　愛するキャラに対する失態が恥ずかしい。しかも仕事にまで影響するなんて、自覚している以上にポンコツすぎないかと落ち込んでしまう。




　午前中、自分の中にある羞恥という雑念を払う勢いで仕事に打ち込んでいれば、あっという間に昼休憩の時間になった。

「ねぇ、もしかして……調子悪いの？」

「……え？」

　社員食堂の片隅で、いつものように千優と食事をしていれば、突然憂いを帯びた声が聞こえてきた。

　何事かと顔を上げると、カレーライスを食べていた千優がスプーン片手に自分を見つめている。

　眉間に皺をよせる彼女の表情は、心配しているのを隠そうとせず不安げな眼差しまで向けてきた。

　一瞬茅乃は、千優がそんな表情を浮かべている理由がわからなかった。けれど、自分に投げかけられた言葉を思い出して小さく息を吐く。

「私は元気だよ。調子なんて全然悪くないし」

　そのまま口を開き、口角を上げることを意識しながら微笑んで見せる。すると、視線の先にある眉間の皺が少しだけ減った気がした。

　少しは納得してもらえたかもと胸をなでおろしながら、茅乃は少し麺が伸びたラーメンをすする。

（元気は元気、なんだけどねぇ……）

　トッピングのチャーシューを頬張りながら、午前中の仕事内容を思い返す。

　今日は珍しく社外へ出る用事は無く、朝からずっとデスクワークばかりの地味な作業が続いていた。

　パソコンと睨めっこを続ける作業に、普段ならそろそろ嫌気がさす頃だ。だけど、今や天敵とも言える狩野に会わなくていい日とも言えるのもあって、仕事面に関し文句はない。

　けれど、デスクワークの弊害がずっと仕事をする茅乃を苦しめていた。

　パソコン画面を見つめ、キーボードに指を滑らせている。普段ならなんてことない作業のはずなのに、今日はやけに集中力が途切れた。

　手が止まるたびに、脳裏に昨夜の一件が蘇る。同時に、茅乃の心に羞恥と困惑という大波が襲ってくるのだ。

　この場に居ないはずの、記憶の中の後藤が自分を抱きしめるたび、優しい言葉を囁くたび、どうしても鼓動が加速し全身が熱くなる。

　その度に茅乃は気を散らすなと頬を叩いて喝を入れたり、トイレや資料探しを理由に席を立ち熱を冷まして、なんとか午前の仕事を乗り切った。だけど、これらの誤魔化しもそろそろ限界が近い。

　同じ部署の同僚たちから、もうすでに何回か「今日はどうしたのか」と心配されている。

　そのうえ、千優にまで感づかれている辺りから察するに、相当今日の自分はおかしいのだろう。

「…………」

　食事をしつつチラリと手元から視線を上げ、友人の様子を盗み見ると、いまだ千優は腑に落ちない表情を浮かべたまま食事を続けている。

（千優って、変なところで鋭いからな……どうやって誤魔化そう）

　箸を一旦トレーの上に置き、半分中身が減ったグラスへ手を伸ばす。そのままグラスを口元へ近づけながら、何か妙案は無いかと頭を悩ませた。

　コクっと口の中を満たすそれを飲み込めば、氷によって冷やされた水が口内へ、そして喉へと流れ込む。

　その冷たさは、混乱してばかりの思考と、朝から脈打ち続ける心臓を少しだけ落ち着かせてくれる気がした。

　今この場で昨夜の一件を話せば、芋づる式にセクハラ問題までバレかねない。

　解決の糸口すら見つかっていない現状で、千優に知られるなど絶対にあってはならない展開だ。

　少し強引な手になるものの、昨夜見た深夜アニメに興奮し、なかなか寝付けなかったことにでもしようか。

　そんな脇がガラ空きな選択肢を絞り出した頃。

「あぁ！　柳ってば、こんな所にいたのか！」

　突如威勢のいい第三者の声が聞こえ、視界の端に人影が映り込んだ。

　思わず食事の手を止めて顔を上げると、千優のそばへ駆け寄る男性社員の姿が目につく。

「篠原しのはらうるさい、そんな大声出さなくても聞こえるって」

「いいや、大声出さなきゃお前気づかないだろ！　だだっ広いこの社食で、俺がどれだけ探し回ったかわかるか？」

「わかりたくも無い」

「ひどっ!!」

　茅乃が考えごとをしながら食事をしている間に、千優は一足先に食事を終えたらしい。

　自販機で買ったペットボトルのお茶を飲んでくつろぐ千優へ視線を戻せば、若干迷惑そうに眉を顰しかめ、ため息を吐く姿が見える。

（篠原って……あぁ、千優が言ってた同期の人か）

　まるで漫才のような会話を繰り広げる二人を眺め、もう一度篠原と呼ばれた男に視線を戻した。

　いつも飲みに誘ってくるやけに元気な同期の男性社員がいると、以前千優が話していたのを同時に思い出す。

　事前情報なしに、ぼんやりとしか覚えていなかった人物が現れた状況に、不思議と茅乃の好奇心が疼いた。

「……で？　何の用？」

「いやー、その……この前借りてた飲み代を、返そうと、思って」

　二人の会話を聞きながら、どんぶりの中に残っていた麺の切れ端やトッピングをレンゲの中へかき集め、わずかなスープと一緒に口の中へ流し込む。

　部外者は会話に割り込んだりせず、食堂内にいる社員Ａに徹するのみ。と頭では理解していても、つい聞き耳を立ててしまうのは人間の性かもしれない。

　なんてことを考えていれば、ついさっきまで元気溌剌はつらつだった篠原の声が、急に尻すぼみになっていく。

　いけないと思いつつ茅乃は少しだけ視線を上げ、水を飲もうとグラスへ手を伸ばした。

「え!?　わざわざ来たの？　いっつもこっちが催促しないとすっかり忘れてるくせに」

（あらら、千優も大変だこと）

　心底驚いた様子の千優の声を聞いた茅乃は、そっと心の中で手を合わす。

　どうやら目の前にいる二人は、お金を貸し借りする程度には気を許し合っているみたいだ。と言っても、今の会話を聞く限り、十中八九、千優が貸すパターンなんだろう。

「あー、うん……そのー、ほんとに、悪いと思って、るんだけど、さぁ……」

　すると、これまで以上に挙動不審な彼の態度が目についた。

　やけに茅乃の、いやその背後を気にするように、チラチラと視線が泳いでいる。

「……？　篠原、さっきからあんたどこ見て喋って……」

　話をしていた千優も、何かしら違和感に気づいたようだ。そのまま、ソワソワと落ち着かない男の視線を追いかけ、顔ごとテーブルを挟んで向かい合う茅乃の方へ視線を向ける。

　それを見た茅乃も、自分の中で疼く好奇心に抗えず、口に水を含み、グラスを持ったまま背後をふり返った。

「あ、後藤さん」

「っ、ブーッ!!」

　千優が茅乃の背後に立つ人物の名前を呟くのと、茅乃が驚くあまり飲み込む前の水を〝彼〟へ噴射したのはほぼ同時。

　三人の視線を集めた人物は、茅乃たち全員がよく知る人物だった。

　口端から飲みかけた水をわずかに垂らす女と、スーツとワイシャツの腹部周辺を濡らす無表情の男。

　シンと、四人の周辺が静まり返るなか、茅乃と後藤の視線は、しっかりと互いの姿をとらえていた。




　その日の夜、茅乃は自宅のリビングで一人正座をし、テーブルの上に置いたスマホを前に深々と頭を下げていた。

　電話の相手はもちろん、昼間食堂で彼女の被害にあった後藤だ。

『出会い頭……相手の服に、飲みかけの水を噴き出すことをどう思う？』

「と、とても失礼なことだと……思います」

『水を噴きかけられた側は、どんな気持ちになる？』

「このうえ、なく……不快な気分になる……かと」

『……何か、言うことは？』

「昼間は本当に申し訳ありませんでした!!」

　スピーカーモード状態のそれからは、抑揚のない淡々とした後藤の声が聞こえる。

　叱責を受けるなか、茅乃はブルっと震える身体をさすり無意識に眉を下げ小さく息を吐いた。

　脳裏には、問答無用で昼間の出来事が蘇っていく。




　あの時、自分が犯した失態を脳が認識した途端、周囲にいるはずの社員たちの声が急に遠くなっていくのがわかった。

「後藤さん、あの……大丈夫、ですか？」

　そんな錯覚を起こす彼女の耳に、被害に遭った先輩を心配する千優の声が届く。

　それを聞いた茅乃も、今すぐ謝らなければと思い立ち意識を口元へ向けた。

　なのに、すっかり硬直した身体は言うことをきかず、思いに反して上手く言葉が出てこない。

「大丈夫だ、気にするな。ちょとトイレ行ってくるから……篠原、ちゃんと柳に払っておけよ」

「う、うっす！」

　その後、ニコリと爽やかな笑みを浮かべながらも、最後にはしっかりと後輩に釘をさし、彼は瞬く間に目の前から去っていった。

　現状をしっかり理解する時間も、謝罪の声を上げる時間すらこちらに与えず、彼はさっさと姿を消した。

「ひぇー……後藤さんったら大人……ん？　なんで後藤さんが飲み代のこと知ってんの？　というか篠原、さっきすごい後藤さんのこと見てたよね？」

「あ、えっと……あー……お前に飲み代借りてるって、うっかり後藤さんの前で言っちゃって。その後、すぐに返して来いと尻を蹴られ、こちらに来た次第でございます」

「篠原……やっぱあんたって、アホだよね」

「ア、アホって言うな！」

「そんじゃバカか。バーカ、バーカ」

「うるせーっ!!」

　呆然と後ろを振り向いたまま動けなくなる茅乃の背後で、友人たちが何か言い合いを始める。

　それはどこか微笑ましいもので、キャンキャンと騒ぐ犬と飼い主のやりとりにも聞こえた。

　けれど、それを遠のきそうになる意識の中で聞く茅乃の背中を冷や汗が伝い、ドクドクと心臓が激しく脈打つ。

（め、めっちゃ怒ってたー!!）

　瞬きさえ忘れた瞼がビクビクと震え、無意識に口元が引きつる。

　どっしりと両肩に圧しかかる重石に屈してはいけないと、イスに座っているにも関わらず両膝がブルブル震えだす。

　千優たちの気楽さすら感じさせる会話に混ざれれば、きっと消える様子のない身体の違和感はすぐに無くなるのだろう。

　だけど、甘い逃げ道の前には、般若のごとき形相でこちらを睨みつける後藤の幻影が立ちはだかり、友人たちとのつながりを分断してくる。

　爽やかな笑みの裏に隠れた真の感情を読み取ったのは、きっと自分だけ。いや、そもそもこの場に居ない人物の幻を見ているのすら、自分だけなんだと、冷静に状況を分析する意識が頭の片隅にあらわれた。

　まだ言い合いを続ける千優たちの声を遠くに聞きながら、徐々に強張っていく全身の筋肉と、ブラウスの下で素肌を伝うひんやりした雫を感じた。

「夜、頑張って電話しよ……」

　ポツリと口から零れ落ちた小さな決意は、本人以外誰の耳にも届かなかった。




　昼食後、午前中とは違う憂鬱を味わいながら、茅乃は仕事をやりきり、重い足取りで帰宅した。

　それから夕飯と入浴、翌日に備えての準備などを諸々終わらせ、ようやく一息ついたのは夜十時を過ぎた頃。

　意を決した茅乃は、ローテーブルを前に、カーペットの上へ直に座った。その手に持っているのは、つい最近行きつけのスーパーで買った発泡酒だ。

　普段、頑張っている自分へのご褒美にと、時々口にするそれのプルタブを、茅乃は何の迷いもなく開ける。

　今日の仕事に関して、特別何かを頑張った記憶は無いが、気合を入れる意味を込めて酒を喉へ流し込む。

　中身を三分の一ほど飲み干した頃、覚悟を決めた茅乃はテーブルの上に放置していたスマホを手に取った。

　後藤へ謝罪の電話をかけてからもう三十分。未だ通話中の文字がおどる画面を見つめながら、茅乃は残り少なくなった発泡酒をチビチビ消費する。

『……なんだから、って……聞いてるのか？』

「聞いてまーす」

　あーでもない、こーでもないと、スマホから聞こえてくる先輩のお小言を肴に飲む酒は、いつもよりどこか味が落ちている気がした。

　昼間の失態を謝罪すれば、自然に今日の通話は終わるだろうと思っていた。

　なのに、予想に反して始まった後藤のお説教は、今もなお続いている。

　こちらから電話をかけたことに加え、今話している内容的にも自分から切るなんて出来ない。

　その意識が心に根付くなか、茅乃は酒と手近にあった煎餅を頬張りつつ耳を傾ける。

　呆れとため息交じりの小言は、とても後藤らしく優しいものだ。

　電話の向こうから「自分がもし同じ目に遭ったら嫌だろう」なんて、まるで子供を諭すような口調で彼は語り続ける。

　お説教を受けているはずなのに、あまり怒られている気はしない。それ所か、どこか楽しいと感じる不思議な時間が続く。

　きっと後藤は、電話の相手がお酒を飲んでいることも、ボリボリ煎餅を食べていることも音で気づいている。なのに、電話越しに聞こえるお叱りに、それらを指摘する言葉は無い。

　端から隠す気すらない茅乃がいくら音を立てようと、彼は何も言ってはこなかった。

　通話口から時折聞こえる嚥下えんげ音から察するに、あちらも飲みながら喋っているのだろう。

　おあいこなら問題ない。そう思えば、最初の頃より気持ちが楽になっていく。

（あんまり、いつもと変わらないな。でも……）

　もしかしたら、昨日をきっかけに、これまで築いてきた二人の関係が変わるかもしれない。

　今日は朝から、気を抜くたびに、心の片隅で言いようのない不安を抱え過ごした。

　けれど、そんな彼女の悩みを笑い飛ばすように、後藤はいつもと同じ態度で茅乃と接し続ける。

　──ただ一つをのぞいて。

　最初は謝罪、次は説教、そしてアニメや萌えについてのトークへ。

　時間が経つにつれ、電話越しに話す内容は移り変わっていく。ふと気づいた時には、電話をかけてから一時間以上が経っていた。

　そのまま話し続け、緊張の欠片も無くなってきた頃、不意に二人の会話が途切れた。

「あの、少しいいですか？」

　その瞬間、茅乃は意を決して口を開く。

『んー？　どうした、茅乃』

「ど、どうしてっ……その。私のこと、名前で呼んでるんでしょうか？」

　ほんのり熱を持ち始めた頬にわずかな意識を向けながら、ずっと抱いていた疑問を言葉へ変える。

　その声は普段と違い、少しばかり強張っていた。

　茅乃はこれまで、後藤からはずっと水谷と呼ばれていた。

　なのに、今ではそれが名前の呼び捨てに変わっている。

　もしかしたら、昨夜抱きしめられた時にも、茅乃と呼ばれた気がする。なんてことを、不意に思い出した。

　普段ならきっと、特別気にしないし、もしかしたら気づかなかったかもしれない。けれど今日は、心の中でやたらと〝後藤の言動〟という小石が引っかかるから仕方ない。

　男でも女でも、茅乃のことを呼び捨てにする知り合いはそれなりに居る。

　そんな中、後藤の変化だけは妙に気になってしまった。正直、理由はと聞かれても、きっと上手く答えられない。

『なんだ、嫌だったか？』

「嫌、ってわけじゃない、ですけど。……急にどうしたのかと、思って」

　どんな反応をされるかと若干緊張していれば、質問に質問で返されてしまい、予想外のことに一瞬言葉に詰まる。

　茅乃は、どう答えようかと悩んだものの、素直に自分が抱いた疑問をぶつけてみた。

　特別な理由なんて無い。ただ単純に、急に名前を呼び出した訳が気になってしまった。

　この疑問が解決すれば、普段より少ない飲酒量にも関わらずすでに火照り始めた頬の謎が少しでも解ける気がする。

『どうしたって言われてもなぁ……単純に名字より短いし、呼びやすいかと思って、な』

「……は？」

　タイミングがタイミングだけに、何か重大な意味があるのかと思っていた。

　なのに、返ってきた答えは茅乃の予想の斜め上、いやそれよりはるか向こうからのものだった。

　思ってもいなかった返答に、口をついて出た声がやけに低い。

『いや、だって……水谷って呼ぶより、呼びやすいだろ？』

　電話の向こうで「何を当たり前のことを聞いているんだ？」と首を傾げる彼が想像出来てしまうほど、いつもと変わらない声が電話越しに聞こえてくる。

「呼びやすいって……たった一文字しか違わないでしょ」

『いいや、その一文字が重要なんだって。あ、お前もなんなら俺のこと下の名前で呼んでいいぞ。今より短くなるし』

　電話の向こうから聞こえる声に、茅乃は今日一番の脱力感を味わう。

　そんな状態で紡いだ言葉は、無意識なせいでタメ口になってしまった。

　けれど注意されたりせず、代わりにケラリとした笑い声が聞こえる。

　加えて、何故か向こうから「お前も名前呼びをしろ」と暗に提案される。

「……ん？　ご、と、う……ゆ、う、す、け。短くない！　むしろ多いし！」

　指折り彼の名前を数えてみた茅乃は、後藤にしては珍しいミスを即座に指摘する。

　不平等な言い分に、ついつい語気が強くなった。

　心に湧き上がるほんのわずかな怒りのせいで、カッと頬の温度が上がってしまう。ついでに、体内を巡る熱のせいで全身までじんわり熱くなっていく。

　昨日から、茅乃は身も心も後藤にふり回され続けている。大変不本意な状況に、上手く言い表せない苛立ちが募った。

「多くないって。お前、いつも俺のこと、〝後藤さん〟って呼ぶだろ？　だから呼び捨ての方が短いぞ」

「……何なら〝後藤〟って呼んでやろうか」

「うん、それは色々と周りの奴らに誤解されるからやめろ。それに、俺の精神的ダメージがデカいから絶対やめ……」

「あんたのダメージなんか知るかー！」

　沸々と湧き上がる心の熱が限界をこえる。その瞬間、どこか焦りを含む後藤の声を遮るように、茅乃はスマホに向かって叫ぶ。

　冷静さを欠いた彼女には、互いの微妙な立場を気にする余裕なんて残っていなかった。




　肉体的にも、精神的にも、すべての疲労から解放される週末。

　茅乃は、先日お世話になったお礼をしようと、後藤を自宅に招き食事を振る舞うことにした。

　最初から食事をごちそうしたいなんて言えば、「そんなに気にしなくてもいいんだぞ」と、彼の性格なら十中八九断られるに決まっている。

　それでは本末転倒だと考え、「見せたいイベントＤＶＤがあるの」と適当に理由をつければ、後藤は頷いてくれる。少し騙しているように思えて申し訳ない気持ちになりながら「お礼のため」と自分を奮い立たせて仕事に勤しんでいれば、約束の日などあっという間だった。

　計画当日。午前十時頃、前に送ってもらった時に通った道順を覚えていたのか、彼は約束した時間通りに茅乃の家へやってきた。一応メッセージアプリに「道わからなかったら電話して」と打ち込んだものの、既読マークがついただけで、スマホに着信が入ったりなどはしなかった。

　その後は、後藤と一緒に最近買ったばかりの声優のイベントＤＶＤを見ていく。

　今日のメインイベントは彼にお昼をご馳走すること。そのため、ＤＶＤ鑑賞はいわばお昼までの繋ぎのつもりだった。

　けれど、いざ見始めればテレビ画面に映る至福の映像に、茅乃の心はすっかりとらわれていた。

　それから約二時間半。スタッフクレジットが流れる映像を目にすれば、夢心地だった意識が少しずつ現実へ引き戻される。

（あー……やば、もうお昼すぎてんじゃん。ま、いっか。今から作れば大丈夫っしょ）

　視線をチラリと壁かけ時計へ向ければ、とっくに正午を過ぎていた。

　認識するとともに一瞬焦りをおぼえるものの、過ぎてしまったものは仕方ないと、茅乃はすぐに思考を切り替えた。

「……はー。やっぱ何度見ても楽しいわー！」

　茅乃は、完全に脳内スイッチを切り替えるため、両腕を天井へ突き上げて「んーっ」と伸びをしながら、いつもより少しだけはっきりと声を張る。

（やっぱり当初の予定通り、オムライスでいっかな）

　そして、これから調理を始める昼食メニューについて意識を移行させた時。

「茅乃。狩野のこと、うちの社長たちに話してみないか？」

　すぐ隣から、どこか強張った声が聞こえ、内容に驚くあまり急いで彼の方を振り向いた。

「……はい？」

　真っ直ぐこちらを見つめ、どこか緊張した面持ちで話す彼の言葉を理解するまで、少しばかり時間がかかる。

　最初は物騒な雰囲気しかつかめなかった言葉を、頭の中でゆっくりじっくり揉み解し、投げかけられた文字を理解したところで、茅乃はコテンと首を傾げた。

　聞こえた言葉を理解した所で、それを受け入れられるかどうかは、また別問題だ。

「だから、あのクソハゲにされたことを、諸々うちの社長と副社長に相談してみるのもいいんじゃないかって」

（いや、それはわかったんだけど……）

「悠介さんったら、お口がお下品ですわよ」

　驚きを誤魔化すため、そしてどこかピリピリとした空気を打ち消すため、スッと口元に軽く手を添える。

　そのまま、オホホ、なんてどこぞの貴族だとツッコまれそうな声を発すると、次第に後藤の視線が冷たくなっていく。

　──何をバカなことをしてるんだ、お前は。

　なんて心の声が同時に聞こえそうな眼差しに、手のひらで隠れた口元が嫌でも引きつった。

　茅乃の中にある後藤のイメージは、数少ない同士、そして少々融通が利かない真面目な父親というのが適格だと思う。

　時折ふざけて〝パパ〟と呼ぼうものならペシリと頭を叩かれたことは、一度や二度じゃない。

　そんな彼の口からクソハゲなんて言葉が飛び出すなど、一体誰が想像していただろう。

（どうしよう、どうしよう、どうしよう）

　ついさっきまで浸っていた多幸感がすっかり消え去った今、茅乃が頭を悩ませることはただ一つ。

　一、二度は下がっただろう場の空気を、どのように切り替えるかだ。

　気を抜けば飛び散りそうな思考をまとめ、彼女は必死に考える。

　上下左右、不規則に動く視線が数秒に一度、真顔でこちらを見つめる後藤をとらえる。

　ふと、学生時代に友人たちの巻き添えを喰らって、教師に怒られた記憶が頭を過った。

「悠介、あのね！　その……えっとぉ……」

　焦るあまり口元を押さえていた手はいつの間にか外れ、アワアワと開閉をくり返す口と一緒に意味もなく両手がパタパタと動いた。

　その間も茅乃は必死に脳をフル回転させる。

　こうなったらもう何でもいい、とにかく何か意味ある言葉を喋らなければと、必死だった。

　すると次の瞬間、耳がキューっと、この場の空気を壊す音を拾う。

「と、とりあえずご飯食べようか！」

　絶対零度の窮地から茅乃を救い上げた救世主は、まさかの自身の腹の虫だった。




　まずは下準備に野菜や鶏肉など、昨日会社帰りにスーパーで買っておいた材料を次々刻んでいく。

　茅乃は普段から割と自炊をしているため、その手つきは手慣れたものだ。

　しかし、いつもと変わらない手際で包丁を扱っている胸中は、正直穏やかじゃない。

「ねぇ……ずっとこっち見てるのもつまんないでしょ？　テレビ、好きなの見てていいから」

　茅乃は小さくため息を吐きながら、一度手を休め、手元へ落としていた視線を上げる。

　そのままふり向いた先には、何故かそばに立ったまま料理中の手元を見つめる男、後藤の姿があった。

「いや、結構楽しいぞ？　実は俺……オムライスって作ったことないんだ。だから、今後の参考に」

　そう言って一人頷く彼は、怪訝けげんな表情を浮かべるこちらの様子に気づかない。

　後藤を見上げる茅乃自身も、料理をするために軽くまとめた髪に隠れて、薄っすら熱を持ち始める耳元の異変に気づかない。

（あぁ、もう調子狂うな！　オムライスくらい誰だって作れるっつうの！）

　手元をガン見されながら料理をするのは、正直妙に緊張する。そのせいかどんどん速くなる鼓動を誤魔化すように、心の中で悪態をつきながらドン、とまな板の上に置いた鶏肉を叩き切った。

　キッチンに立ってから、すでに二人は、似たやりとりを何度もくり返している。

　暗に「リビングで待ってろ」と主張する茅乃の気持ちを察せない後藤じゃないのに、彼はいまだキッチンから離れない。

　客人に手伝ってもらうわけにもいかず、半分彼のことは無視して手を動かしているものの、常に隣の気配が気になってしょうがない。

「…………」

「……ん？　どうかしたか？」

「な、何でもない！」

　今度こそ、向こうに行っていてほしい。なんて願いつつゆっくり顔を上げるも、瞳はしっかり彼の姿をとらえた。

　小首を傾げ、不思議そうにこちらを見つめる彼に少々音量の乱れた声を投げつけ、茅乃は思わず止めた手を動かしていく。

　今日のことは自分で計画したはずなのに、茅乃は後藤を家に招いたことを若干後悔していた。

　さっきのようにテレビを見たりなど、何かに集中している時はいい。だけどそれ以外の時間は、どうにも気持ちが落ち着かなくなる。

　茅乃が胸の奥がザワつくと気づいたのは、昨日の会社帰りに買い物をしているあたりからだ。しかも後藤が来てから、何故か激しくなった気さえする。

（何が、楽しいんだか）

　彼女でもない女が料理する姿なんて、何が面白いのだろう。

　不思議で仕方のない茅乃は、何度も心の中で首を傾げる。

　自分のために作ることはあっても、誰かに、しかも異性に料理をふるまうなんて、今回が初めてだ。

　もしかしたら、それが理由で変に緊張しているのかもしれない。そう結論づけたかったのに、すんなり納得出来ない自分に気づいた。




「はい」

　チキンライスを作って皿に盛りつけた後、半熟のオムレツを乗せ、その中心を菜箸で割り開く。

　すると、ドレスでもまとったように黄色いベールがチキンライスを包み込む。

　最初に後藤の分を作り終えた茅乃は、一息つくと調理スペースに準備してあったケチャップを手に取り、そのままいまだ隣に居る彼へ差し出した。

「……？　えっと、俺、どうすれば」

　ケチャップを反射的に受け取った後藤の顔に、明らかな戸惑いが浮かぶ。そのまま彼は、手にしたケチャップと茅乃の顔を何度も見比べた。

「これ、好きなだけかけなされ」

　様子を見かねて、ツンと彼が持つケチャップを指さし、続けて出来立てのオムライスを指し示す。

　茅乃がササッとかけてしまってもいいが、人ぞれぞれ好きな量をかけた方がいいと、茅乃は最後の工程を後藤へ一任することにした。

「……ぷっ、あははは。俺、初めてだ。そんなこと言われたの」

　そしてこのまま、リビングのテーブルに料理を運んでくれれば文句はない。

　その間に自分の分を作らなければ、なんて考えていた茅乃の耳に、不意に笑い声が聞こえて半強制的に意識が引っ張られた。

　何が作用したのかはわからない。だけど、確実に茅乃の言動の何かが彼のツボに入ったようで、後藤は腹を抱えケチャップ片手に笑い出す。

「なっ！　何でそんな笑ってんの！」

「いや、ごめっ……てっきりお前がかけるもんだとばっか……あははっ」

　目元に薄っすら涙を浮かべ、ひぃひぃと息苦しそうに呼吸する彼の姿を目にすれば、カッと頭に血がのぼる。

　本人にその気は無くても、親切心をどこかバカにされた気がした。

　次の瞬間、茅乃は衝動的に後藤からケチャップを奪い取る。

「そんなに言うんなら、私がかけちゃる！」

　そのまま勢い任せにキャップの蓋を開け、黄色いキャンバスに赤い色を垂らしていく。

　どうも後藤との会話は、普段より思考の沸点が低くなるから困る。

　後藤がオムライスを持ってリビングに行くのを見送った後、茅乃は自分の分を新しく作り始めた。

　と言っても、チキンライスは二人分を一気に作ったため、あとは上に乗せるオムレツを作るだけだ。

「ふふー、ふーん」

　どこか上機嫌に鼻歌を歌いながら一人キッチンで調理する茅乃は知らない。

　一足先にオムライスが乗った皿を手にリビングへ戻った後藤が、緩みそうになる口元を必死に引き締めていることを。

　彼の困惑する顔が見たい。そんな気持ちと怒り、そして勢いに任せ、茅乃は黄色いドレスの上に真っ赤なハートマークを描いた。

　それを見つめる後藤は、精一杯真顔を保ちながらも、耳と頬を赤くし、ちゃっかり手作りオムライスを己のスマホで撮影する。そんな彼の気持ちなんて、茅乃はきっと気づいていない。





その日、自分が少数派だと知った　後藤視点






「……ふぅ」

　茅乃へお説教をするためにかけた電話が終わったのは、話し始めてから一時間以上すぎた頃だった。通話画面から待ち受け画面に戻ったスマホを見つめ、後藤は小さく息を吐く。

　スマホを充電器に接続して、そのまま、腰かけていたベッドへ背中から倒れ込む。

『……ぎゃっ！　もうこんな時間だ！　リアタイしたいからそろそろ切るね』

「あ、あぁ……わかった。……クスッ、あんま夜更かしすんなよ」

『明日も仕事なんだから、夜更かしなんかするわけないでしょ！』

「茅乃の言葉は信用ならないからなー。俺が貸したあなせののドラマＣＤ聞きまくって、二時に寝た挙句、翌日会社でフラッフラしてたの、誰だっけ？」

『あは、は……そこは忘れて。ほら、今は元気だし！　っていうか、悠介も早く準備しなよ、もうすぐはじま……あー、始まった!!』

　スプリングがきいたベッドマットに身体を沈め、つい数分前の会話を思い返す。

　電話がかかってきた当初の茅乃は、まるで借りてきた猫のように大人しかった。

　だけど最終的には、いつも通り、いやそれ以上のハイテンションな状態になり、彼女は慌しく電話を切った。

　ダメージを受けたであろう耳を軽く指でマッサージしながら、後藤は充電中のスマホへ視線を向け小さく笑う。

（ちょっと、強引すぎたかもな……）

　つい先程までの会話を思い出せば、はは、と、情けない笑い声が零れた。

　強引かつ、少々卑怯な手を使ってしまったと、心の中にある小さな良心が痛む。

　茅乃が本気で嫌がるならやめようと思っていた。

　だけど、「嫌ではない」という彼女の言葉に、最終的に甘えてしまった。

　名字より名前の方が呼びやすいから、なんて方便を使い、少々茅乃を挑発し、彼は望んでいたモノを手に入れた。

　茅乃──あの子との距離が縮まったと喜ぶ自分は、きっと今、この地球上にいる大人たちの中で一番子供のようにはしゃいでいる。

「……ははっ」

　そんな自分に対する嘲笑を零した後藤は、ベッドに沈めていた上半身を起こして、サイドテーブルの上に置いたままになっていたグラスに手を伸ばす。

　そのまま、すっかり氷が溶けて薄くなったウーロン茶を煽るように飲み干す。

　まだ冷たさが残っていたそれのお陰で、喉が少しひんやりとした。けれど、一際熱い頬と耳元の熱を逃すまでには至らない。

「録画しといて良かった」

　──今日はもう、純粋にアニメを楽しめそうにない。

　後藤は空になったグラスを手に立ち上がり、後片付けをしようとキッチンへ向かう。

　その途中、ふと目についたのは、リビングのテーブルの上に置きっぱなしになっていた仕事用の手帳だった。

　普段食事の時に使うテーブルの上で開きっぱなしになっているそれを見つめれば、一瞬だけ口元が緩む。

　仕事仲間から渡された小さなメモ用紙などを入れておく、手帳のポケット部分。

　その片隅で、一枚のプリントシールが己の存在を主張する。

『初イベ参戦　あなせのサイコー!!』

　満面の笑みでピースサインをする茅乃と、そんな彼女に腕を引かれ、どこか戸惑いつつも笑みを浮かべる後藤の周りで文字がおどっていた。

　キッチンへ移動した後藤は、グラスを洗った後すぐにそこを離れなかった。そのまま壁に寄りかかり、作業スペースに放置していた箱から取り出したタバコを咥え、紫煙をくゆらす。

「ギャーギャーうるせーっての。あー……ほんと、かわいい」

　そんな彼の言葉は、吐き出した煙と一緒に消えていった。




　昨日、己の中に溜め込んだ感情を吐露しながら静かに頬を濡らす茅乃を、自分は無意識に腕の中へ閉じ込めていた。

　それを脳が認識したのは、小さな悲鳴が胸元から聞こえた後。

　後藤はあの時初めて、人の泣き顔が綺麗だと思った。




＊＊＊＊＊




　後藤は、小さい頃からアニメや漫画が大好きだった。

　学生時代も、大人になった今もその気持ちは変わらない。

　けれど学生の頃に、自分の〝好き〟は声を大にして言う趣味じゃないと悟った。

　自分から見た二次元への〝好き〟と、一般人から見た〝好き〟の度合いは違っている。

　自分はいわゆるオタクなんだと、歳を重ねるたびに少しずつ理解していった。

　それからは、一種の自己防衛として、徹底的に周囲へ趣味を隠し続けた。

　元々人付き合いが得意なこともあり、オタク趣味とは縁遠い友人たちの輪に溶け込むのも楽だった。

　泊りがけの旅行や、学生の本分である勉強、そしてアルバイトなど、割とアクティブな生活をしていたと思う。

　彼らと過ごす時間は確かに楽しいと思った。けれど後藤は、いつもどこか物足りなさを感じていた。

　まるで、心の片隅にポッカリと穴が開いているようだった。どこか虚しく思いながら、後藤はいつも口角を上げ友人の前で笑い続ける。

　そんな彼が心の底から安らげる場所は、漫画に囲まれた自室くらいだった。




　大学に入学して一年ほど過ぎた頃。

　両親に付き合って、新年早々親戚の集まりへ参加することになった。

（……暇すぎて死ぬ）

　その日の夜、後藤は自分の判断をひどく後悔していた。

　親戚が一堂に集まる宴会は、彼にとってこのうえなく不快でしかない。

　酒が入り、普段より大分大きな声で楽しそうに話す大人たちを眺めながら、自分は部屋の片隅で料理をつまむ。

　まだ未成年なため飲酒は出来ず、酔った大人たちの相手をするのも面倒。

　小さな姪っ子や甥っ子たちのように、室内を走り回ることも出来ない。

　なんて中途半端な年齢だと、内心嘆きながら、一心不乱に食事の手を動かした。

　しばらくして、ある程度腹を満たせば、外の空気を吸いにこっそり部屋を抜け出す。

「あれ……由香ゆか？」

　二階の宴会場を離れ、一階へ降りようと階段へ向かった後藤は、見覚えのある後ろ姿に思わず声をかける。

　すると、階段横の壁にもたれていた肩がビクンと大きく揺れる。

　何をそんなに驚くのかと戸惑いを感じていれば、こちらをふり向く人影と目が合った。

「っ！　……って、なんだ悠ゆう兄ちゃんか。びっくりした」

　一人ポツンと階段の隅に腰かけていたのは、高校生になったばかりの姪っ子の由香だ。

　彼女は、声をかけてきたのが後藤とわかり、安堵したように小さく息を吐いた。

　驚かせてしまったかと苦笑いを浮かべ、ゆっくり彼女のもとへ向かう。そして、「隣、いいか？」と小首を傾げれば、満面の笑みが返ってきた。

「どうしたんだよ、こんな所で。あっちで飯食べないのか？」

「ご飯はそこそこ食べたから逃げてきたんだ。お父さんもおじさんたちも煩くて……」

　従業員たちの邪魔にならないよう配慮しながら、後藤は由香の隣へ腰を下ろす。

　やれやれと軽く首を横に振り、ため息を吐く姪っ子の姿に、つい乾いた笑いが零れた。

「久しぶりに会って、色々話したいこともあるんだろ。今日くらいは大目に見てやれって」

　自分より年下な彼女の手前、ほとんど同じ理由で宴会場を抜け出したとは言いづらい。

　ポンポンと由香の髪を撫でてやれば、「子供扱いしないでよー」と、彼女は不満げに唇を尖らせる。

　そのまま、怒りのおさまらない由香は両手で拳を作ると、後藤の胸元目がけ攻撃を仕かけてきた。

「あはは、ごめんごめん。……ん？　これ、お前の？」

　胸元へポカポカと降り注ぐ拳を受け止めつつ、じゃれつく姪っ子の好きにさせていれば、不意にあるものが目につき、思わず声を上げる。

　それは、由香の足元に積み上げられた数冊の漫画だ。

「あぁ、うん。どうせ暇だろうと思って持ってきたんだ。悠兄ちゃんも読む？」

　こちらを見上げていた視線が、ゆっくりと平積みの本へ向けられる。それに伴って攻撃がやみ、内心少しホッとする自分がいる。

「あぁ、由香のおすすめがあったら教えてくれ」

　胸元をガードするために掲げていた両手を下ろしながら、姪っ子の視線を追いかける。

　すると視線の先にある漫画は、どれも読んだことがない作品ばかりで、後藤の好奇心をくすぐった。

　由香は、後藤が二次元好きなことを知る数少ない存在だ。

　今回のような集まりでは、よく漫画談義をする仲でもある。

（まだまだ俺の知らない漫画っていっぱいあるんだな）

　普段あまり買わない少女漫画や、アウトローな雰囲気漂うイケメンが表紙を飾る漫画など、由香が持参した作品は、どれも初めて目にするものばかり。

　それらを一つ一つ手に取りながら、「これなら悠兄も読みやすいかな」と吟味する声が聞こえてくる。

　真剣に悩んでくれる彼女の姿はとても可愛らしく、自然と口元に笑みが浮かんだ。

（……？　あれも由香のか？）

　おすすめ作品を選ぶ作業に集中するあまり、一度手に取った漫画を由香は次々無造作に床の上へ置いていく。

　それらを眺めつつ、一冊ずつ重ねて整理していれば、ふと少し遠い場所に置かれた本が気になった。

　ちらりと上げた視線は、いまだ真剣な表情で漫画を吟味する由香の姿をとらえる。

　今は声をかけない方がいいと判断した後藤は、彼女の邪魔にならないよう、そっと腕を伸ばし隅に置いてある本を手に取る。

（男が二人……こいつらが主人公、なのか？　っていうか、何でこいつら顔赤くしてんの？）

　手にした本の表紙には二人の男性キャラが描かれていた。一方は眼鏡と白衣姿が特徴的で、もう一人は学生服を着ている。

　そして、何故か互いを見つめ合うように二人の視線は交わり、その頬は赤く色づいていた。

「なぁ由香、これはどういう話で……」

「……ん？　って、あぁー！　悠兄、それは見ちゃダメーっ!!」

　二人は学生と保険医で、学園が舞台の少年漫画なのかもしれない。そんな推測を立てる後藤の口が無意識に姪っ子の名前を呼ぶ。

　するとその声に反応した由香が、ずっと下ばかり向いていた顔を上げる。

　二人が互いの顔を認識した途端、由香はみるみる顔を赤くし慌て出した。




　──この日、後藤は初めてボーイズラブという作品ジャンルを知った。




　新たなジャンルとの衝撃的な出会いから数年、今やＢＬの世界に、後藤はどっぷりハマっている。

　最初は、男同士の恋愛を描いた作品に困惑することも多かった。

　けれど、嬉々として魅力を語る姪っ子に押しつけられる形で借りた作品を読んでいるうちに、戸惑う気持ちは薄れていった。

　少ないなりに読んできた少女漫画に通じる部分や、同性愛ならではの葛藤など。

　これまで楽しんできた作品とは一線を画す。それがＢＬの世界だった。

　由香とは、すっかり腐女子、腐男子仲間として、互いに新刊情報を交換するなど、今でも親交を深めている。

　由香はＢＬの他にも、漫画やアニメにも割と詳しく、彼女と過ごす時間はこのうえなく楽しい。

　今じゃ学生だった彼女もすっかり社会人になった。お互い仕事があるせいで、ここ数年二人のメッセージのやりとりは減るばかりだ。

　連絡がゼロになったわけじゃない。けれど、向こうは今忙しいかもと思うせいで、つい自分から連絡するのを躊躇してしまう。

　一人で二次元の世界に浸る時間も嫌いじゃない後藤は、別段寂しいなどとは思っていなかった。

　でもたまには、同じ趣味を共有しあえる誰かと話したい。なんて気持ちが時々、心の中で顔を出す。

　そんな時、会社帰りに偶然立ち寄った先で出会ったのが、同じ会社の営業部で働く茅乃だった。

　以前から、顔と名前、そしてやり手の営業ウーマンだという噂くらいは知っていた。

　そんな彼女と、あんな場所で顔を合わせるなんて誰が想像出来ただろう。

　しかも、残り一冊しかないＢＬ漫画に、同時に手を伸ばすなど、きっと誰も考えられるわけがない。

　これまで必死に隠し続けてきた趣味がバレてしまった。しかも、相手は会社の後輩。

　そのうえ、困惑のあまり気の利いた言葉の一つもかけられず、逆に気をつかわれる始末。

　楽しみにしていた漫画の新刊を手に入れた夜、後藤は上手く言葉に出来ない感情にひたすら悩まされた。

　しかも翌日は、考え込み過ぎたせいで寝不足になってしまった。

　だけど思考力が低下した頭で「後悔したところで、もう自分は何も出来ない」と、諦め半分で考えるのをやめた。

　所属部署が違うし、仕事上で話すことはあっても、それ以外で会う機会はきっと無い。

　どこか逃げのようにも思える答えを出した理由の七割は、「早く新刊を読みたい」という目の前にぶら下げられた誘惑に勝てなかったのもある。

　忠実な欲望は、時にどの感情より勝るのだ。

「……グスッ、うぅ……やっぱ、泣けた」

　それから数日、後藤は毎日のように最終巻を読み返し、付属品のドラマＣＤもくり返し聞き続ける。

　大好きな世界にどっぷり浸かっている彼は、この時〝もう関わらないと思っていた相手に恋心を抱く未来〟なんて考えもしなかった。
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